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NEC日 本 電 気 のコンピュータとコミュ

ニ ケーションの融 合 《C&C》 にもとつく

総 合 力を駆 使 。世 界 をリー ドす る先

進 技 術 と最 新 のアーキ テクチャで

いま、コンピュータの頂 点 に立 つ世 界

最 大 、最 高 速 の超 大 型 コンピュー タ

《ACOSシ ステム1000》 の誕 生 で℃

日本電気株式会社
お問合 せは:情 報処理 ・宣伝

TEL(03)454-i川(大 代表)

ACOSyxnlooo



●JSDは ソ フ5ウ ェア の

共 同 事 業 体 で す。
・』駆)は 、ソフ トウェア関連業 界の中核17社 と長信3行 、都銀10行 の

出資によって設立 され たシステム開発の共 同事 業体 です。

・tSDは 、中核17社 にその グループ企業lo7社 を加 えた124社 によって

強力に支 えられ ています。

・tSDは 、これら経験豊かな参加企業の英知と技術 を結集して高度の

情報システムの開発を進めています。

● 中核17社
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三 井 情 報 開 発

メルコム ・オキタ ックシステムズ

構造計 画研究所

センチュリリサーチセンタ

サ イ コム

日本タイムシェア

日本電子 開発

日本 ビジネスコンサルタント

エ フ ・アイ ・ピー

三 菱総合研究所

●参加企業総数124社
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新 し い 体 制 づ く り を

これか らの研究開発

東京大学工学部電気工学科教授

元 岡 達

わが国の産業の国際競争力が強まってきたこと

や,80年 代は世界的にみても低成長の時代であ り

いろいろな面で多様化が進む と予想されることな

どから,研 究 ・開発のあ り方をみなおす気運が強

まっている。

私も第五世代 コンピュータの研究 ・開発の調査

に関係 していることから多 くの方々の意見を聞く

機会があり,他 の方面の研究 ・開発についての議

論 も関心を持 って聞いている。この機会に日頃感

じていることについて二,三 述べてみたいと思 う。

欧米先進国の技術に追従していた時代は終 り,

肩をならべて未踏技術の研究 ・開発にあたらなけ

ればならぬ時代に入ったことについては コンセン

サスが出来つつあるものの,そ れでは具体的に ど

のような体制で臨むべきかについては模索段階に

あるとい うのが本当だろう。勿論従来からこのよ

うな研究が行なわれていなかった訳ではないが,

個人的な研究ないし小 グループによる研究が大部

分であり,産 業界をまき込んだ大規模な組織的研

究 としては例が少ない。

未踏技術とい うことから研究の独創性がよく問

題になるが,技 術分野における独創的な研究とい

われているものにも大別して二種類あるように思

われる。一つは自然現象の観察中に新現象を発見

し,そ れにともなってその現象の利用法を研究す

る場合であ り,理 学系の研究にその例が多い。他
コぬ

の一つは目標が設定されそれを実現する手段を研

究中に生れる発明であり当然のことながら工学系

の研究に多い。'

ここで問題にしたいのは後者の方式における独

創的な研究 ・開発であるが,独 創的な研究を生み

だす環境を作るには

田 研究 目標の設定が適度に野心的であること

{2S目 標達成の手法についても堅実なものから

野心的なものまで複数もうけて並行 して実施する

こと



{3)研 究成果の評価でぱ独創性を重視すること

などが必要であろ う。

第一の研究 目標の設定であるが,軍 事研究のよ

うに経済性を度外視 して極限を追求できるもので

は比較的容易であろ うが,経 済性を無視できない

研究課題で野心的な目標を設定することは容易で

ない。 ミ実現には多くの困難が予想されるが,長

期的視野に立 って考えたときに必ず必要になると

思われることこに研究 目標を設定するのがよいの

ではなかろうか。短期の目標では経済性の比重が

強ま り堅実な手法に重点をお くことになるし野心

的な手法は一般に長期の研究期間を必要とする。

我が国の社会が終身雇傭制を原則としているこ

とは長期計画を立てやす くしていると考えられ ,

我が国に適 した目標設定法であろ う。

ただ長期計画に関連 して気になることが一つあ

る。それは我が国の未来予測のあ り方である。80

年代を迎えるに当って今後の10年 に照準を合せた

議論が盛んに行なわれているが,そ の多くが評論

家風の未来予測であり,現 状からの外挿による議

論である。米国が先進社会 としてあり,こ れを日

本が追かけていた時代にはこの外挿が実質的には

内挿であ り,社 会の大多数の目標が追いつくこと

にあったのだか ら余 り問題はなかった。 しかしこ

れからの社会は我々自身が 目標を設定 し,そ れに

向って努力する社会になる筈である。

特定の技術分野をとって考えても,そ の分野の

将来を考えるとき,そ の分野の技術者にとっては

自らの意志によって変化する筈の分野であり,決

意表明を行 うのが適当なのであって傍観者的立場

からの発言は不適当と思われる。実際の発言の多

くは評論家的意見であ り,到 底その分野の未来を

築こうとしている技術者の立場か らの発言とは思

えないことが多い。 これなど技術のす う勢は他国

の技術者によって作られることを前提とし,10年

後に遅れを とらないように,相 手のね らっている

3

目標を推定 して,そ れを目標に努力すると云った

考えからでているように思われる。無意識か,意

識 してかは知らないが我が国の技術者の心の中に

なお,こ のような考えが多く宿っているとすれば

残念なことである。将来を議論するときには,自

分達の立場に立 ってあるべき姿を考え,自 分達で

設定して目標に向って進んでゆきたい。こう云っ

た自立 した立場をとることが本当の意味で国際社

会に貢献できる第一歩であろ う。このような長期

プロジェク トの遂行には強力な研究管理体制と指

導力の重要さがよく指摘される。

これには欧米形の トップダウンの意志決定機構

のことがす ぐ頭に浮ぶが,我 が国の社会習慣ある

いは我が国の文化とはなじまないのではなかろ う

か。

ボ トムアップの稟議制が定着していること,話

合いによる調整形の指導者が好まれていることが

その一例である。また関係代名詞を使って トップ

ダウンに記述してゆく欧文に対 して,日 本語の構

文は細部の記述が前に出るボ トム アップ形 で あ

る。このような言語の差が思考法にも影響を及ぼ

しているとすれば,研 究管理制度などにも我が国

の文化に根ざした独自の方式を樹立する必要があ

ろ う。トップダウンとボ トムアップを併用 し,フ ィ

ー ドバックをかけて研究者全員の合意を得る努力

が払われれば,研 究プロジェクトは円滑に推進で

きよう。独創性を生み出すためには研究者各人の.

個性を尊重 し,こ れをのばす努力が必要である。

これと研究目標に対して研究者全員のコンセン

サスを得 ることは両立 し難い面 も少 くない。この

間の妥協を適当にとってゆ くことが大切である。

新 しい時代の要請に応 じることのできる新しい

研究 ・開発体制のあ り方についての議論は未だ始

まったところである。多 くの方々の叡知を結集し

て日本の国情にあった体制が工夫されることが望

まれる。
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53都 市 で135行 事

第9回 情 報 化 週 間 終 わ る
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　 ハザ

羅 磁
情 報 化 週 間 記 念 式 典

昭和47年 から毎年,行 われている情報化週間は

数えて9回 目となったが今年は去る10月1日 の情

報化週間記念式典を中心 として札幌から那覇まで

全国53の 都市で延べ135に のぼる行事が開催され

た。

10月1日,ホ テル ・ニューオータニで行われた

情報化週間記念式典では主催者として北野重雄情

報化週間推進会議議長に続き田中六助通商産業大

臣,山 内一郎郵政大臣らの挨拶があ り,つ いで来

賓として倉成正情報産業議員連盟会長(衆議院),

細川護煕自由民主党情報産業調査会長から祝辞が

述べられた。

そ して今年の情報化週間標語の特選入選作 「情

報で豊かに開く新時代」が披露されたあと情報化

促進貢献個人,企 業等,優 秀情報処理システム,

懸賞標語,ま た今年か ら初めて行われたコンピュ

ータ ・プログラム ミ全国高校生プログラミソグコ

ソテス トミ入選者の表彰が行われた。

この日,表 彰を受けた個人,企 業,シ ステム及

び懸賞入選者の表彰理由,内 容は次のとお りであ

る。(敬 称略)
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岩 井 熊 也
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情 報 化 促 進 貢 献 個 人

日無 二:=㈱羅 懸 豊墾曇纏 ㌶ 諜 難 難 ξ量
開

㈱無 量職1§欝 欝 翼翼繊{罐 欝 欝 躍 進慧鋳

丸栄計 算セ ンター㈱[総 理府 ・一厚生省及び労働省にお㌧・て・それ ぞれ の:業務の基幹 とな る情 報処

遠 藤

・・プ・・略 賑 畿 定詰 巌壁 竺 ⊃ミけ・行政の商始 靴 高 跳}こ 尽力し・行政の

奥 津 栄 一:囎 央纏 叢灘 長

:

元 岡 達 凍
{

野 崎 克 己声 イ議 議 長

郎 電気籠 ㌫ 部教授

一 ー一 一 ⊥...

京
工㌻ 議毅

森 ・ 正 典!日 本 驚1j㈱ 顧 問

:日 本電 信電話公社及び電気通信大学において.フ ァクシ ミリ機器及び電 話

…ζ認 弊9賢 瀧 磯 讐 離 日悟 その甑 啓もうに努め

㈱ 日本情墾 センター協会の設立に尽力する とともに,同 協会の発足以来,

i繁 講 談 灘 鰍 ニビ蝶 の基盤の蹴 技術の阯 に尽
幽 ソフ トウェz産 業振興 協会の設立 に尽 力す るとともに,同 協奏の廃 足以
来,理 事 及び副会長 として ソフ トウェア業 の基盤確i立,技 術の向上に専 心

`し たほか,協 同 システム㈱ の設立及び発展に努め,情 報化の促進に貢献 した
。

講 簸 騨犠 桑曇霞:辮嬬 連騰
国産 コン ピュータ 「ACOSシ リーズ」の開発た 云㌫て二指 導的役割濠果一
た したほか,從 日本電子工業振興協 会の業務委員長 として業界 の発展に寄

嬬 縮 縫 。言姦㌫ タ技術の研究開発・甑 啓もうに努め我が国

眺 朗人1㈱電通騨 ⇒ 灘 讃…芝騨 蹴 纏 罐 鍛 艮辮 蹴

情 報 化 促 進 貢 献 企 業 ・団 体 等

㈱ 高知電子計 算
セ ンター

(代表者)

西 山 利 平
高 知県及び県内地方 自治体の情報処理業務を受託処理 し,行 政の効率化 に貢献す
る とともに,LPガ スの保安点検に関す る情報 シス テムを開発 し,そ の運営実施
にあたるな ど地域社会の情報化に貢献 した。

昭 和 海 運 ㈱
(〃)
石 井 大二郎 不定期船におけ る総合的運 行収 支管理 システム及び借船料精 算システムを開発す

ることに よ り,経 営の合理化を推進 し業界において先導的役割 を果 た した。

㈱ ソフ トウ ェ ア
リサ ーチ

ア ソ シェ イ ツ

(ク)

丸 森 隆 吾

独 自の プログラミン手法,生 産管理技 法を使 用 して,各 種応用 シスデ万万ぴアヲー
トウェァ プロダク トを開発す るほか, 自社 の保有す る技術を セ ミナ ー開催や出版

㌶ 毅 轟 τ暫 公開し識 が国の情報醒 技術の向上及びソフトウ・ア

通信機械工業会
ファクシ ミリ

委 員会

(〃)

南 部 正 英
国際 電信電 話諮問委員会の勧告に基づ くファクシ ミリの通信方式の標 準 化 に 際
し,積 極的 に業界を と りまとめ その実用化試験を成功 させ るな ど,我 が 国通信技

術の振興 に貢献 した。'

㈱ テ イケイ シ イ

(〃)

飯 野 毅
財務 システム,管 理会計 システムの標 準化 とプ ログ ラムの完全パ ッケージ化に よ
り,会 員会計事務所約4,500ケ 所 を通 じ約30万 の中小企業に財務会計処理 のア ド
バイ スサ ービスを安価に提 供 し,中 小企業 の情報化,経 営 の近代化に貢献 した。

㈱東洋情報
シス テム

(〃)

堀 貞 夫

全国的 オンライ ンネ ッ トワークに より経済{生の高いオ ンライ ン情報処理サ ービス
を提供す るとともに,情 報処理振興事業協会の委託に よ り優秀な情報処理 システ
ムを開発 し,産業 の情報化に貢献 したほか,関 西地域において情報処理技術 を駆使

した種 々の調査を行 うな ど,関 西地域の情報化に貢献 した。

日本車輌製造㈱

(〃)

天 野 春 一
鉄道 車輌 に関 し広範囲にわた る業務について本格的なオ ンライ ンデータベースシ
ステムを完成す ることに よ り,経 営の効率化を図る とともに,研 究 会,講 演会等
に より普及,啓 発を行い情報化の発展に寄 与 した。

㈱ 日本 ビジ ネ ス
コ ンサ ル タ ン ト

(〃)

桑 江 和 夫

電子計算機 による情報処理サー ビスの黎明期である昭和34年 に設立 されて以来,
一貫 して情報処理技術の研讃に努め

,ソ フ トウェア開発,オ ンライ ン情報処理 サ
ービスをは じめ とす る総合的情報処理 企業 と して

,政 府,地 方 自治体,産 業界 に質
の高いサ ービスを提供す ることに より,我 が 国の情報化に貢献 した。

日野自動車工業㈱
(〃)
荒 川 政 司 聾擢曇`;高三ξ茎雑観 難鑑 ㌘藁纏 纂麟 難琶耀

国産業 の情報化 の促進 に貢献 した。
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優 秀 情 報 処 理 シ ス テ ム

コ ンテ ナ情 報 シ ス テ ム 日掴 搬 道{
i
錫2離 籍副誉讐隻撃質毯押麓;轟 花摘角箸㌍該講
上を実現 し,情 報化の発展 に寄与 した。

自動 車登録検査業務
電 子情報処理 システム

i大 規模 デー タベースを効率的 に処理 するオ ンライ ンデータベ ース管理 システ

運輸省醐⇒ 驚歴よ速警㌶ 魏褒㌫ ㌻鵠きB笥舗離轟竪ぎ芝
i寄 与 した 。

一 ー 一 ・一 ーー 一 一 「・ 一

消防指令管理 システム 大阪 市 消 防 局

i－ 一

119番 の受付か ら,出 動隊 の編成,出 動 までを一括 コン トロールす るオ ンラ
イ ン情報処理 システ ムであ り,出 動時間の短縮 に より火災及び救急 による国

民の生命,財 産の損傷を最少限に防止す ることを可能 に し,社 会 の情報化に
貢献 した。

轡 ㌧ ・・1全・… ㈱
座席の予約か ら航空券の 自動発券,安 全運航支援な ど広範囲 な業務を トータ
ル システムと して構築す ることに より同一端末で複数業 務が可能 とな るな ど

効率的 なシステム化を行い,業 界において先導的 彼割を果 し情報化 の促進に
寄与 した。

パ ト リ ス シ ス テ ム

1

㈱ 日本特許
情報セ ンター

翻 発 明 協 会

特許情報 を会話型漢字端末に よ りオ ンライ ンで供給 するシステムで あ り,多
くの利 用者に特許情報の効果的利用を促進 させ るとともに漢字処理 の実用化
に よる我が国 の情報処理技術の開発の一層の向上に資す るこ とによって,情

報化 の促進に貢献 した。

ブ リヂ ス トンタ イ ヤ

DOTシ ス テ ム

ブ リヂス トン

タイ ヤ ㈱

全国630ケ 所 の支店,倉 庫,営 業所等を結ぶ民間における我 が国最大規模 の
販売情報 オ ンライ ン情報処理 システ ムであ り,企 業経営 の高度 化を図ると と

もに,販 売物流管理の面におけ る先端的役割を果たす ことに よって,我 が 国産業
の情報化 に貢献 した。

分散型総合オ ンライ ン
「NOMURA-

CUSTOM」
野 村 証 券 ㈱

5台 の大型電子計算機 と3,500台 の端末機を使用 した証券情報,顧 客情報 の

分散型総合 オ ンライ ン情報処理 システ ムであ り大量,最 新のデータ処理 を行
うこ とによ り,証 券界の大衆化に対応す るとともに証券業界 の業務 の情報化
に先導役割を果た し,我 が国産業の情報化に貢献 した。

JTOOLS
(JSRTOTAL

ON-LINE
SYSTEM)

日本合成 ゴム㈱

受注一生産一品貿管理一販売一代金回収 までをオ ンライ ン ・リアル タイム処
理す るシステムであ り,業 務の迅速化,合 理化等を可 能 とす るとと もに,化
学工業界におけ る情報化に先導的役割を果た し,我 が国産業 の情報化 に貢献
した。

懸賞入選者 第1部 標 語

特 選 岡 本 淳 三 公 務 員 情報で 豊かにひ ら く 新時代

佳 作 倉 谷 宜 亘 文 筆 業 情報を 選んで生か して よい暮 らし

佳 作 田 中 陽 子 高 校 生 情報を 自分の意志で 使う知恵

佳 作 橋 本 雅 史 中 学 生 情報を 豊かな社会の 礎(い しずえ)に

佳 作 渡 辺 力 自 営 業 情報で 広がる世界 深まる理解

第2部 コン ピ ュー タ ・プ ログ ラム

特選
プ ログラム翻訳 ・
FORTRAN

TOCOBOL

東京都立
第二商業高等学校
情報処理科2年

諸 角 明 良

FORTRANで 学習 してきた人が,続 いてCOBO
Lを 学習す る とき,入 門時 にお いて手助けをするプ ログ
ラムo
FORTRANをCOBOLに 翻訳す ることによ り両

方 の言 語の特 徴が理解で きる。

佳 作
スポ ーツテス ト

集計処理

埼玉県立
熊谷工業高等学校
情報技術科3年

田 村 誠 二

スポー ツの基礎的 能力である,跳 ぶ,投 げる,懸 垂,

泳 ぐ,す べるな どの能力を測定 し,得 点表に より総合点
を求め るプdグ ラム。
数字 に よ り集訓結果を出力す る とともにグラフを描 き

モデル化を行 ってい る。

佳 作
タ イ プ練 習 ・

キ ー イ ン ト レー ナ

山口県立
防府商業高等学校
情報処理科1年

田 中 綾 子

情報処理実習のネ ッ トワークであるキーイ ン操作をマ
ィ コソを使 って,初 心者で もお もしろ く練習で きるよ う
に した プログラム。

アル ファベ ットの頻度を定める確率変数 を利用 してい
る。

佳作
大学受験合否調査

東京都立
白鴎高等学校

3年
回2年

松 村 伸 治
鳥 居 ひろみ

従来,多 量 のデータを手作業 で扱 っていた進路指導資料
のf誠 を コンピュータで処理 し,各 種 の統書衰 を作成

す るこ とに より,生 徒 の個{生に合 った進 路指導を早 く,
確実 に行 うための手助け とするプログラム。.、

佳 作
マイ クロ ・コンピュ
ー タに よる低周波回

路の設計 と自動製図

愛知県立
小篇姦義簾舞

同2年
大 脇 正 樹
小 倉 久 和

計詔 §議織 詰露薗㍊ 嬬 董欝繋
グ ラ ム。

佳作
八木 アンナの設計

山梨県立
北富士工業i高等学
校 電 子 科2年

宮 下 光 明 。;窪鵠璽 難鵠 紺 綬 講 習iζ
プロッターに よりアンテナの図面を作成する プ ログラム
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始動

期待 され る今後 の効果

経済 企 画庁 通 商産 業省

オ ンラ イ ン ・ネ ッ トワー ク

通商産業省大臣官房情報管理課

竹田原 昇 司

昭 和55年7月29日,午 後3時30分,通 商 産 業 省

3階TSSル ー ムに お い て,官 房 長 代理 の柴 田 官

房 審 議 官 が 端 末 機 の一 つ の キ ーを 押 す と,デ ィス

プ レイ画 面 にtこ ち ら 経 企 庁ONLINEN

ETWORKSTARLと 表示 され ま した 。
　 　 　 　 の 　 　 　 　

ここに,中 央官庁間で初めての試みであるととも
　 　 　 　 の ほ ロ 　

に,同 日に サ ー ビス を 開 始 したDDXパ ケ ッ ト交
　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ 　 　 　 ほ コ 　 ロ 　

換 網 利 用 の 日本 に お け る 第1号 シ ス テ ム で あ る

『経 済 企 画庁 一 通 商 産 業 省 間 オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ

ー ク(通 称EMネ ッ トワー ク)』 が 開 通 しま した
。

このEMネ ッ トワー クは,経 済 官庁 と して密 接

な 関 係 に あ る経 済 企 画庁 と通商 産 業 省 とが,整 合

性 の とれ た政 策 を適 時 ・適 切 に 展開 す るた め に 必

要 とな る共 通 の情 報 基 盤 の形 成 を 目的 に 昭 和53年

度 よ り両 省庁 共 同 で開 発 を 進 め て きた もの で,経

済 企 画庁 のFACOM230-75と 通 商 産 業 省 のA

COS77/90011と をDDXパ ケ ッ ト交 換 網 で 結 合

した コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク・シ ス テ ムで す 。

このEMネ ッ ト ワt-一クに よ り,両 省 庁 で 保 有 す

る デ ー タ及 び ソフ トウエ ア を 相互 に オ ン ライ ン で

利 用 す る こ とが 可能 とな っ たわ け で,ま ず,第1

段 階 の 「オ ン ライ ン相 互 利 用 」と してTSS及 び リ

モ ー トバ ッチ の相 互 利 用 を7月29日 か ら開 始 し,

10月27目 か ら,第2段 階 の 「フ ァイル 転 送 」 を 開

始 し ま した。

EMネ ッ トワー クの意 義

EMネ ッ トワー クの持 つ 意 義 は,な に よ りも ま

ず,80年 代 冒頭 に 官 庁 間 オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー

クが 実 現 した とい うこ とだ と言 え ます 。

従 来 の官 庁 に お け る コン ピェ 一夕 利 用 は,パ ッ

チ 処 理 か らTSS等 の オ ン ライ ン処 理 へ と発 展 を

とげ て き ま した 。 通 商 産 業 省 を 例 に とる と,初 期 ・

に お い て は,統 計 処 理 を 初 め とす る大 量 デ ー タ の

一 括 化 処 理 が 中 心 で あ った た め
,バ ッチ処 理 で充

じ

分 で あ った 訳 で す が,政 策 の 企 画 ・立 案 を タ イ ム

リー に 支 援 す る シ ス テ ムに対 す る要 望 が 高 ま り,

現 在 で は各 種 の政 策情 報 シ ス テ ム をTSSで サ ーー

ビス して い ます 。EMネ ヅ トワー クの 実 現 は,こ

の よ うな官 庁 に おけ る コン ピュ ■一ータ利 用 の80年 代

に お け る飛 躍 的 発 展 の可 能 性 を 切 り開 い た もの と

して非 常 に 意 義 あ る もの と考 え られ ます 。
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また,こ のEMネ ッ トワー クが 通 信 媒 体 と して

DDXパ ケ ッ ト交 換 網 を 利 用 した こ と も特 筆 すべ

き もの と考 え られ ます 。 今 後,官 庁,民 間 を 問わ

ず,コ ン ピュ ー タ ・リ ソース の 有効 利用 とい う観

点 か ら,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの形 成 が 急

速 に進 展す る と思 わ れ ます が,そ の 通 信 媒体 と し

て,DDXパ ケ ヅ ト交 換 網 に 期 待 が 寄 せ られ て い

ます 。経 済 企 画庁,通 商 産 業 省 は,従 来 と同 様 今

回 も新 技 術 を積 極 的 に 実 務 に 採 用 した こ とを 自負

す る と ともに,よ り良 き見 本 とな るべ く努 力 して

い か なけ れ ば な らな い こ とを 痛 感 して い ます 。

EMネ ッ トワークの効果

従来から,政 府及び政府関係機関は行政の高度

化 ・効率化を目指し,情 報の相互利用を促進する

ため,磁 気テープを媒体 としたデータ交換を行っ

てきました。(経済企画庁,通 商産業著聞ではそれ

ぞれの公表デ■・一・タについて昭和49年 度から実施)

今回のEMネ ットワークはこの磁気テープによる

ネットワークの発展形態であると言 うことができ

ますが,デ ータ交換のみでかつタイムラグのある

磁気テープによるネ ットワークと比較 して,主 に

ナ

彩
影

響

以 下 の よ うな 効 果 が 期 待 され ま す。

(1}共通 の 情 報 基 盤 の 確立

中 央 官 庁,と りわ け 同 じ経 済 官庁 ど うし と して

経 済 企 画 庁,通 商 産 業 省 は 共 通 の情 報 基 盤 の上 に

立 脚 す べ き と考 え られ ます 。両 省庁 の コ ン ピ ュー

タ ・シ ス テ ムで 保 有 す るデ ー タ(各 種政 策情 報 シ

ス テ ム,共 用 フ ァイル 等)及 び ソ フ トウェ ア(経

済 分 析 シ ス テ ム,時 系 列 デ ー タ分 析 シス テ ム等)

を オ ン ライ ンで相 互 に 利 用 す る こ とは,こ の共 通

の情 報 基 盤 を 確 立 す るた め に極 め て重 要 で あ る と

考 え られ ます 。

② デ ー タ入 手 の迅 速 性 の 確 保

従 来 行 なわ れ て きた 磁 気 テ ー プに よ るデ ー タ交

換 で は,デ ー タが 発 表 され てか らか な りの 日時 を

経 た 後 に デ ー タサ ー ビスが 開 始 され る こ とに な り

この 間,情 報 の価 値 は 半 減 され て しまい ます 。 こ

れ に 対 して,今 回 のEMネ ッ トワー クに おい ては

た とえ ば,経 済企 画庁 の コン ピュ ー タに蓄 積 され

て い る 新SNAデ ー タ等 種 々 の デ ータに っ い て,

庁 内 サ ー ビス 用 に デ ー タ ベ ース が ア ップ デ ー トさ

れ た と同 時 に,通 商産 業 省 の端 末機 か ら利 用 す る

こ とが 可 能 とな り,デ ー タ入 手 の迅 速 性 が 確 保 さ

れ ます 。

(3}シス テ ム開 発,運 営 の効 率 化

コン ピュ ー タの リソー ス(デ ー タ,Vフ トウエ

ア)の 観 点 か ら見 る と,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー

クの実 現 に よ り,ソ フ トウエ ア の二 重 開 発 及 び デ

ー タの重 複 維 持 が 不要 とな り,シ ス テ ム開 発,運

営 の効 率 化 が 期 待 され ます 。
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インサイ ドレポー トロロロ
図 一1

フ

ァ
イ

ル

経済企画庁

ホ ス ト

コン ピュー タ

(FACOM230-75)

FEP

DDX

パケ ッ ト交換網

NODE

通商産業省

ホ ス ト

コ ン ピュー タ

(ACOS77/90011)

フ

ァ
イ
ル

端末機 端末機 端末機 端末機

EMネ ッ トワー ク ・シス テ ムの概要

EMネ ッ トワー クの シ ス テ ム構 成 は 概 略 図 一1

の よ うに な っ てい ます 。

コ 　 コ 　 コ コ ロ ロ コ 　

これ に 見 られ る よ うに,接 続 され る ホ ス トコ ン
　 　 ロ 　 　 　 　 　 　 コ

ロ 　 　 ゆ 　 　 　 　

ビ ュ ー タが 異 機 種 で あ り,DDXパ ケ ッ ト交 換 網
　 　 　

で接続されるとい う点が,EMネ ットワークの最

大の特徴であり,開 発にあたっての苦労の多くも

まさにこの点にあったと言ってよいと思います。

異機種ホス トコンピュータを接続するには多く

の難 しい問題が待ち受けていますが,DDXパ ケ

ット交換網を使 うことによって,そ のうちのかな

りの部分が解決できます。また,EMネ ットワー

クを経済企画庁 と通商産業省だけのものに終わ ら

せず広 く他官庁あるいは政府関係機関に拡大する

ことを念頭におき拡張性に富んだシステムとする

とい う基本構想を実現するには,DDXパ ケット

レベル5

レベ ル4

レベル3

レベル2

レベル1

図 一2

交 換 網 は ま さに うっ てつ け の通 信 媒 体 と 言 え ま

す 。 こ の よ うな 理 由か ら,EMネ ッ トワー クは ,

そ の 開 発 検 討 の極 め て 初 期 の 段 階 か ら,DDXパ

ケ ッ ト交 換 網 を利 用 して構 築 す る こ とを決 定 して

い ま した。

EMネ ッ トワ ー クの 論 理 的 な 構 成 は 図 一2の 通

りで す 。

図 一2の レベ ル1,レ ベ ル2及 び レベル3ま で

の イ ンタ フ ェース は,電 電 公 社 の 「パ ケ ッ ト交 換

サ ー ビス の イ ンタ フ ェ ース 条 件 」 に 基 づ い て 作 ら

れ て い ます 。 レベ ル レ4,レ ベ ル5と 呼 ばれ て い

る部 分 が 今 回,経 済企 画庁 と通 商産 業 省 との 間で

特 にEMP(EPA-MITIプ ロ トコル)及

びFTP(FileTransferプ ロ トコル)と して と

り決 め られ た とこ ろで す 。

プ ロ トコル とい うの は,異 な った 制 御 の も とに

あ る コ ン ピ ュ ータ 間 で 通 信 を 行 な うとき の通 信 上

ユ ー ザ レベ ル
ぐ ユーザ内 レプロトコル 〉 ユ ー ザ レベ ル

機能制御 レベル
〈 ㈱ 御レWプ ロトコル 〉 機能制御 レベル

、

トランスポー トレベル
トランスポー トレベル トランスポー トレベル

トランスポー トレベルぐ 二二==二_..___

プ ロ トコル

ん デ一夕 リンクレペル ト、

トランスポー トレベル プ。 ト。、レ 疹

∈写譜 署 〉データ リンク レベル データリンクレベル
データ リンク レベル＼「 プ ロ トコル ン

物理 レベル へ
/物 理 レベル物理 レベル 物理 レベル 物理 レベルぐ プ ロ トコ ル ン 〉M プ ロ トコル
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の約束ごと(通 信規約)で,今 回の場合EMPは

両省庁システムのオンライン制御方式の違いを仮

想端末制御方式により吸収するためのものであ り

端末制御の必要かつ不可欠な部分のみ(コ ネクシ

ョン制御,入 出力制御,書 式制御,割 込制御等)

を極力標準的な仕様で取 り決めたものです。従っ

て,第3の 省庁がこのEMネ ットワークに参加す

る場合には,そ の省庁の独自の端末制御方式 とこ

の仮想端末制御方式 とのインタフェース(い わば

ネットワークに向けた 「顔」)を 作成することに

ょり容易に接続が可能とな ります。

また,FTPはEMネ ットワークの第2段 階に

おける,ホ ス ト/ホ ス ト間のファイル転送を実現

するために必要となるプロトコルです。

EMネ ッ トワークの将来

　 　 　 　 つ 　 　 コ 　 　 　 　 リ ロ ロ

80年 代 は 『コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの時 代』

と言 っ て も過 言 で は な い で し ょ う。 コ ン ピ ュ ー タ

・リソー ス の有 効 利用 とい う観 点 か ら,官 庁,民

間 を問 わ ず,種 々の形 態 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト

ワー クが 実 現 す る もの と考 え られ ます 。

EMネ ッ トワー ク の実 現 に よ り,『 コ ン ピ ューー

タ ・ネ ッ トワー クの時 代 』 に あ か りを 灯 した 通 商

産 業 省 と して も,こ の 火 を絶 や さず,よ り大 きな

火 に す る と ともに,次 な る発 展 の可 能 性 を見 い 出

す べ く努 力 を 続 け て い くつ も りで す 。

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの発 展 方 向を 考 え
　 　 　 コ 　 　 　 　 　

るに あ た って,そ も そ も 『ネ ッ トワー ク』 とは 何

ふ を 明確 に してお くこ とが重 要 で す 。 経 済 企 画庁

通 商 産 業 省 な どの各 機 関 は,そ れ ぞ れ の固 有 業 務

処 理 に 最 適 な コン ピ ュー タ ・シス テ ムを構 成 し,

運 用 して い ます 。 この よ うな 状況 の も とで,デ ー

タ,ソ フ トウエ ア 等 の コン ピュ ー タ ・ リソー スを

共 有 す る こ とに よ って 互 い に メ リ ヅ トが あ り,か

つ,そ れ ぞ れ の 機 関 に と って支 障(コ ン ピ ュー タ ・

シス テ ムの 構 成 あ る い は運 用 上 の支 障 な ど)と は

な らな い 形 態 で そ の 共 有 を 実現 す る こ とが 『ネ ヅ

トワー ク』 で あ る と考 え て い ます 。従 来,磁 気 テ

ー プ を媒 体 と して,人 手 で 運 搬 す る とい う形 態 で

しか 実現 し得 な か っ たrネ ッ トワー ク』 を,コ ン

ピ ュ ー タ技 術 の 発 展 に 伴 な い,オ ン ライ ン レベル

で 実現 した のが,今 回 のEMネ ッ トワー クで あ る

と言 うこ とがで き ます 。

通 商 産 業 省 は この よ うな基 本 的 考 え方 に 基 づ き

EMネ ッ トワー クの 実 現 を 足掛 か りと して,引 き

続 き コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 発 展 を 次 の よ

うな方 向 で模 索 して い くつ も りで す 。

第1の 方 向はEMネ ッ トワ ー クの拡 大 で す。 現

在 のEMネ ッ トワー クは,経 済 企 画 庁,通 商 産 業

省2省 庁 間 の ネ ッ トワー クで す が,こ れ を 第3,

第4の 参 加 機 関 へ と拡 大 して い くこ とです 。 これ

は技 術 的 には 非 常 に 容 易 な こ とで す 。 そ もそ もE

Mネ ッ トワー ク自体 は 他 機 関 の 参 入 に 広 く門 戸 を

開 い た 設 計 に な っ てお り,第3,第4の 参 加 機 関

は,EMネ ッ トワー クで現 在 ま でに 得 た 成 果 を 活

用 し,EMP,FTPを 実 現 す る プ ロ グ ラム を開

発 す れ ば 済 む か らで す 。 た だ そ の場 合,評 価 の対

象 に な る のは,共 有 す るに 値 す るデ ー タあ る い は

ソ フ トウエ ア が どの く らい存 在 す るか とい うこ と

に な る と思 わ れ ます 。(経 済 企 画庁,通 商 産 業 省

の場 合 は,経 済 官 庁 ど う しとい うこ と もあ り,共

有 す る こ と よ りメ リ ッ トが あ る デ ー タあ るい は ソ

フ トウエ ア が 多 数 存在 して い ま した 。)

第2の 方 向は,EMネ ヅ トワ ー クの 高 度 化 で

す 。 コ ン ピ ュー タ ・ネ ヅ トワー ク の究極 の 目標 は

複 数 の ホス トコ ン ピ ュー タ の存 在 を 意 識 せ ず 白系

の ホ ス トコン ピュ ー タの み を 意識 す るだ け で 複 数

の ホ ス トコ ン ピ ュー タを 利 用 で きる形 態 で あ る と

考 え られ ます 。 仮 想 コ ン ピ ュー タ と も言 え る この

形 態 は,現 在 で は ま だ理 想 で あ って,実 用 化 の め

どは 立 っ て い ませ ん 。(EMネ ヅ トワー ク もあ くま

で も相 手 側 ホ ス トコ ン ピュ ー タのTSSあ るい は

リモ ー ドバ ッチ機 能 を 意識 す る必 要 が あ ります 。)

完全 な形 の仮 想 コン ピ ュー タ ・シス テ ムの 実現 に

は まだ か な りの 日時 が 必 要 と思 わ れ ます が,コ ン

ピェ ー タ ・リソー ス の中 で も共 有 す る こ とに よ る
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メ リッ トが 特 に大 きい 「デ ー タ フ ァイル 」 の 仮 想

化 に 限 っ てみ れ ば,こ こ数 年 で 実 現 す る もの と思

わ れ ます 。 現 在,工 業 技 術 院 電 子 計 算 機 利用 技 術

研 究 会(27省 庁 の 電 子 計 算 機 専 門 家 が 参加)を は

じめ と して,各 種 の 情 報 処理 関 係 機 関 が,「 分 散

型 デ ー タベ ース 」 あ る い は 「デ ー タ ベ ー ス ・シ ェ

ア リン グ」 と して研 究 開発 を進 め て い ます 。(研

究 開 発 の ア プ ロー チ と しては,い わ ば1つ の デ ー

タ ベ ー ス の 設計 にあ た っ て実 デ ー タを 分 散 配 置 す

る とい う方 向 と,既 に 存 在 す る各 機 関 独 特 の デ ー

タ ベ ー ス を連 結 す る とい う方 向の2つ が存 在 す る

が,ネ ッ トワー クの 基 本 的 考 え 方 か ら して,我 々

は 後 者 の ア プ ローチ を と る。)異 な る特 色 を 持 っ

た 各 機 関 の デ ー タベ ース を,あ た か も1つ のデ ー

タベ ース で あ るか の よ うに利 用 す る こ とが 可 能 に

な る こ とは 利 用者 の立 場 か らす る と非 常 に 画期 的

な こ とで あ り,通 商 産 業 省 と して も,こ の 分野 の

技 術 開 発 に 積極 的 に取 り組 み,EMネ ッ トワ ー ク

に取 り込 む べ く努 力 して い くつ も りで す 。

第3の 方 向は,他 の ネ ッ トワ ー ク との ドッキ ン

グです 。 こ の分 野 は,現 在 の と ころ 技 術的 に まだ

黎 明期 であ り,今 後 の 方 向 も見 定 め に くい と ころ

が あ ります が,官 庁 間 の情 報 流 通 の 促 進,か つ,広

く情 報 を 外 に 対 して 収 集 し,提 供 す る とい う観 点

か ら見 の が して は な らな い発 展形 態 で あ ろ うと思

い ます 。80年 代 に お い て は,官 庁,民 間 を 問 わ ず 百

花 績 乱 の ご と く コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クー

国 内 ネ ヅ トワー クに とど ま らず,国 際 公 衆 デ ー タ

網 に よる国 際 ネ ッ トワー クを も含 め て 一 が発 展

す る も の と思 わ れ ます が,こ れ らネ ッ トワー ク と

効 果 的 に 結 合 す る こ とに よ って,有 用 な デ ー タ あ

るい は ソ フ トウエ ア等 を 容 易 に,か つ,迅 速 に 利

用 す る こ とが 可能 に なれ ば,行 政 を進 め る上 で 計

り知れ な い効 果 が 得 られ る も の と考 え られ ます 。

● コー ヒーブ レー ク● 「ゴル フとボ ウ リング」 山 田 恒 夫

先 日 ゴル フ ク ラブ を変 え てみ た が,い っ こ うに

成 績 が 向上 しな い。 や は り腕 が わ る い か ら だ ろ

う。 この ゴル フ のパ ッテ ィン グ と最 近 再 び ブー ム

に な っ てい る ボ ウ リン グ と どち らが難 しいか を 少

し計 算 して み た 。

ゴル フの パ ッ トは,他 の シ ョ ッ トと違 い
,微 妙

な 角 度 と強 さが 必要 で あ る。 仮 りに ボ ール の 中心

が カ ップの エ ッ ジの 内側 を通 れ ば よい な ら,5.5m

の 距 離 で左 右 約0.52度 以 内 の角 度 で パ ッテ ィン グ

を行 な えば よい こ とが 判 る。 この 角 度 は,ボ ウ リ

ン グで は,丁 度 第2投 の 時,5番 ピ ンが1本 だけ

残 っ てい る時 の 許 容 角 度 に 相 当 す る 。 もっ とも,

ボ ール は ま っす ぐに転 が って い く と仮 定 してい る

の で,ボ ウ リン グのハ イ ス コア レー ンで は も っ と

や さ しい し,ゴ ル フは 逆 に グ リー ン のア ソ ジ ュ レ

ー シ ョ ンがあ るた め 難 しい は ず だ が
。 ボ ウ リン グ

で比 較 的 スペ アが と りに くい4・5番 ピ ンの ミニ

ス プ リ ヅ トの 場 合,ボ ー ルが2本 の ピン の まん 中

を 通 れ ば,ボ ー ル は2本 の ピ ン と1.5cmず つ 接 す

る こ とに な る。 この場 合 の許 容 角 度 だけ か ら考 え

れ ば,ゴ ル フで は な ん と63mの 超 ロ ン グパ ッ ト

(?)と い うこ とに な る。

パ ッテ ィン グを この 許 容 角度 内 で行 な えば よい

か とい うと,そ れ だ け で は な い。 ボ ール の ス ピー

ドが 早 す ぎれ ば,カ ッ プを通 過 して さらに 先 まで

転 が って しま う。 これ は カ ップ の向 う側 の エ ッジ ・

に ボ ール が ぶ つ か った 時,ボ ール の 中心 が エ ッジ

の高 さまで 落 下 してい な い こ とに よ る。 ボ ー ルが

カ ップの 中 心 を 通 る とす れ ば,カ ッ プを通 過 す る

際,秒 速 約1.5m以 下 の ス ピー ドが要 求 され る。

カ ッ プの手 前 の エ ッジ と向 う側 の エ ッジ の高 さが

異 な る場 合 は,こ の ス ピー ドが 当然 の こ とな が ら

変 わ っ て くる。

た わ い のな い 計 算 を 試 み て きた が,ゴ ル フ もボ

ウ リン グ もへ た な 筆 者 の 戯 言 で あ る。

やまだ つねお(財)医 療情報システム開発センター研究員
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'デ』タベ ース ・サ ー ビスの 現 状

田 中 今 回 は,デ ー タベ ース ・サ ー ビス を テ ーマ

に,専 門 家 の方 々か らそれ ぞ れ お 話 を お伺 い した

い と思 い ま す。 まず 最 初 に 仁 坂 さん に デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビスの 意 義 とか 役 割 とい った こ とを お願

い します 。

仁 坂 皆 さん の 前 で こん な こ とい うの も釈 迦 に 説

法 で す が デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス とい うのは ,今

後 の わ が 国 の80年 代 に 向け ての 情 報 化 の 進 展 に,

極 め て重 要 な意 味 を持 って い る産 業 で は な いか と

思 い ます 。 と 申 します のは,第 一 に,情 報 化 の進

展 と と もに 企 業 や 個人 が利 用 し うる デ ー タの 量 が

大 き くな って い る こ とで す 。 そ れ が 悪 く出 れ ば,

情 報 の 氾 濫 とい う現 象に な だ れ 込 ん で しま う危険

はあ りますが,デ ータベース ・サービスはそれを

コンピュータを使って積極的に救済 し
,企 業や個

人が単独ではできない情報を収集,整 理 して,多

くの情報の中から必要な情報を選択 して利用者の

手に渡すとい う意味を持 っているわけです。その

意味で,産 業社会の向上に大きく寄与するもので
ト

はないか と思います。そしてまた,放 っておけば

情報の氾濫の申で見失われて しまうような情報を

整理 して,後 世に伝えるとい うような情報整理の

効果もあるかもしれ ません。

第二は,情 報とい う,わ が国にとってこれから

極めて重要な戦略的要因になるものの対外的 自立

を図るとい う意味において,わ が国のデ一夕ベー
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ス ・サ ー ビス産 業 の発 展 が,広 い 意 味 で の わ が 国

の 安 全 保 障 に も役立 つ もの と して期 待 され るだ ろ

うとい う点 で す 。

以 前 か ら よ く情 断 論 とい い ま して,も し外 国 の

情 報 が入 っ て こな か った ら大 変 な こ とに な る,し

た が って外 国 の情 報 に 頼 っ ては い け な い,と い わ

れ て い ます が,外 国 の情 報 が入 って くるの は わ が

国 と して も大 い に 有難 い こ とで,大 い に 利 用 す れ

ば い い わ け で す 。 しか しな が ら情 報 源 は,す べ て

外 国 に あ る とい うこ とは,今 後 のわ が 国 の発 展 を

考 え る時 に は 残 念 な こ とで す 。 一 つ に は,知 識集

約型 産 業 の典 型 で あ る デ ー タベ ース 産 業 を わ が 国

に お い て も育 て る とい う意 味 も あ ります が,わ が

国 の 経 済社 会 の発 展 に と もな って高 ま って くるわ

が国 の有 用 な 「資 源 」 で あ る情 報 を 有効 に利 用 し

て,こ れ を デ ー タベ ース の 形 で 国 際社 会 に提 供 す

る とい う意 義 も無 視 で きな い と思 い ます 。 ま た,

外 国 の情 報 を わ が 国で 利 用 させ て も ら うた め の バ

ー ゲ ニ ン グパ ワー と して,わ が 国 も また 応分 の情

報 を 提 供 して い く とい う含 み もあ る と思 い ます 。

そ うい う意 味 で,わ が 国 の デ ー タベ ー ス ・サ ー

ビス の今 後 の 発 展 は,国 民 の 中 で も,大 いに 期 待

され る とこ ろで は な い か と考 え て い ます 。

田 中 あ りが と うご ざ ま した 。 それ で は 次 に,わ

が 国 の デ ーベ ー ス ・サ ー ビス 業 は,ど の よ うな状

況 に あ るの か に つ い て,赤 司 さん か らお 話 しい た

だ きた い と思 い ます 。

赤 司 デ ー タベ ース ・サ ー ビス業 とい う場 合,日

本 国 内 で 作 られ た デ ー タベ ース を,国 内あ るい は

海 外 ヘ サ ー ビス す る ケー ス と,逆 に,海 外 で作 ら

れ た も のを 日本 国 内 に サ ー ビスす る ケ ース の二 つ

が あ ります 。 ま た,デ ー タベ ース の性 格 で 分 け て

み ま す と,文 献 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス と数 値 デ

ータ ベ ー ス ・サ ー ビス が あ り,さ らに文 献 デ ー タ

ベ ー ス ・サ ー ビス は,科 学 技術 情 報 と ニ ュ ース情

報 の二 つ に 区 別 され ま す 。 ま たサ ー ビス 機 関 とい

う視 点 で 見 る と,公 共 的 な 機 関 の サ ー ビス と民 間

の機 関 が あ る と思 い ます ね 。

この よ うな い ろ い ろ な要 素 をひ っ くるめ て,い

ま 日本 で 行 われ て い る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス を

く くって い く と,科 学 技 術情 報 デ ー タ ベ ー スで い

えば,主 と して 国 内 を 中 心 と して海 外 へ もサ ー ビ

ス して い る も の と して,日 本 科学 技 術 情報 セ ンタ

ー のJICSTサ ー ビスや 日本 特 許 情 報 セ ンタ ー

の サ ー ビス な どが あ ります 。 逆 に 海 外 のそ れ を 日

本 で サ ー ビス して い く もの と しては,ICAS－

アイ カ ス を 使 って紀 伊 国屋,丸 善 とか 日本SDC

レ

赤

司

正

記

氏

タ}～

な どが あ り,ICASの 利 用 で この 領 域 は大 き く

変 貌 し よ うと して い る よ うに 思 え ます 。 また,二

za・一ス 情 報 サ ー ビス で は,日 本 経 済 新 聞 社 のIR,

そ れ を も う少 し ビ、ジネ ス 向 け に再 編 成 したNRS

サ ー ビス が あ ります 。ICASと の 関連 でい い ま

す とニ ュ ー ヨー ク タイ ムズ の イ ン フ ォー メ ー シ ョ

ン ・バ ン クの サ ー ビス が始 まろ うと して い ます 。

一 方
,数 値 情 報 デ ー タ ベ ー ス のサ ー ビス で は,

一 部
,海 外 に も出 して い ま す が,主 と して 国 内 で

サ ー ビス してい る もの と して,市 況情 報 セ ンタ ー,

日本 経 済 新 聞 な どが あ り,ま た電 通 国 際 情 報 サ ー

ビスで は,小 売 りの デ ー タ とか商 工 リサ ーチ,時

事,共 同 の株 価 デ ー タあ るい は野 村 総 研 の産 業 経

済 デ ー タな ど,日 本 で作 られ た デ ー タ ベ ー ス を国

内 だけ で な く海 外 で も同 じシス テ ムで サ ー ビス し

て い ます 。
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そ の 他,日 本 電 子 計 算,セ ンチ ュ リー ・リサ ー

チ ・セ ンタ ー な どでは
,一 部 は 国 内,一 部 は 海 外

の デ ー タ ベ ー スを サ ー ビス す る とい うこ とが 行 わ

れ てい ます 。

さ らに,公 共的 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス と して

は,農 林 水 産 省 の生 鮮 食 料 品 流 通 情 報 サ ー ビス と

か 労 働 省 の労 働 市 場 セ ンタ ーの サ ー ビス な どが オ

ン ライ ンで行 われ て い るほ か
,官 庁 の情 報 が 磁 気

ア ー フ ・サ ー ビス の形 で 出 てい ます
。

そ のほ か,大 きな もの と して は ,大 学 に おけ る

ア ー タベ ース で す が,こ れ は 東大
,筑 波 大 その 他

研 究 目的 とい うこ と で,い わ ゆ る デ ー タベ ース.

サ ー ビスに は 入 っ てい ませ ん が
,お そ ら く,こ れ

か らの デ ー タベ ース ・サ ー ビス と しては 注 目され

て く る もの だ ろ うと思 い ます 。

さきほ ど,ICASの 開 通 で,ア メ リカ の デ ー

タベ ース へ 日本 か ら直接 ア クセ ス す る とい う状 況

が 開 け つ つ あ る とい う話 を しま したが
,そ の ほ か

に も,ロ イ タ ー通 信 の株 価 情 報 サ ー ビス
,ロ イ タ

ー モ ニ タ ーの 為 替 情 報 に 始 ま る証 券 情 報
,商 品 情

報 サ ー ビス が そ の 範 囲 を拡 げ つ つ あ ります 。 テ レ

レー トは 外 国 為替 情 報 ,ア メ リカに お け るマ ネ ー

・マ ー ケ ッ トの情 報 を 主 体 に して
,日 本 で の サ ー

ビス を 始 め よ うと して い ま す し
,海 外 勢 の 日本 マ

ー ケ ッ ト志 向 の動 きは
,こ の と ころ,い ろん な 形

で 顕 著 に な っ て き てい ます 。

海外 のデ ー タベ ー ス

田中 もう一一つ,海 外の情報サービスにお詳 しい

柳井さんに海外の様子をお伺いしたいのですが。

柳井 この6月,第2回 世界情報処理業者国際会

議がアメリカで開かれ,世 界20数 力国の人々が参

加 しました。日本か らも,ソ フトウエア業界から

多 くの人々が参加 しました。その会議で米国のT

SS業 者タイムシェアの高度技術研究部門ともい

うべきア ドバンス ・テクノ・ジーの最高幹部の話

は ま こ とに興 味 深 い もの で
,デ ーベ ース 像 を 中心

と した 情 報 処 理 サ ー ビス業 の 姿 を発 表 して い ま し

た 。 今 後,ハ ー ドの能 力 の増 加 とそ の コス トダ ウ

ンに よ り,従 来 ,情 報 処 理 サ ー ビス 業 者 の提 供 の

中 心 で あ った 処 理 能 力 は 中心 で な くな り,デ ー タ

ベ ース ア クセ ス が 中心 のサ ー ビスに 移 行 す るだ ろ

うとい うの で す。 そ うな る と,あ らゆ るネ ッ トワ

ー ク を通 じ
,デ ー タベ ース が 接 続 され る とい らこ

とが 実 現 す る の で は な い か と想像 され ます
。

この 話 は,ど う も コ ン ピュ ー タ処 理 業 の 一 つ の

未 来 像 の中 に,デ ー タベ ース ・サ ー ビスが 中心 に

な るん だ とい う絵 が,少 しず つ で きは じめ てい る

よ うな 気 が す る ので す 。 そ うい う背 景 が あ る か

ら,ア メ リカで は,比 較 的 ハ イ ピ ッチ に デ ー タ ベ

ース ・サ ー ビス 業 が ク ロー ズ ア ッ プされ て い る の

じ ゃな い か と… …。 私 は ,お そ ら く,デ ー タベ ー

ス の急 速 な展 開 の話 は ,ア メ リカ か ら近 い将 来,

や っ て くる もの と思 って い ま す 。

アメ リカの海外進出

田 中 な るほ ど。 お も しろ い見 方 です ね
。

柳 井 それ か ら,8年 前 に ア ーサ ー ・デ ィ リ トル

が,デ ー タベ ース の種 類 と成 長 度 を 予 測 して い ま

す が,こ れ に よ ります と,い ま盛 んに い わ れ てい

る技 術 ・文 献 情 報 の成 長 率 は だ ん だ ん 落 ち て
,対.

前 年 度10%前 後 ぐ らい に な り,か わ って 直接
,商

売 つ ま りお 金 に 関 係 した デ ー タベ ース が ,非 常 な

成 長 産 業 に な る だ ろ うとい って い ます 。

ア メ リカ の今 後 の デ ータ ベ ース の充 実 は
,や は

り経 済 関連 の ものが 多 くな っ て い くだ ろ う と思 い

ま す。 経 済 とい っ て も非 常 に 範 囲 が 広 い の で す が

た とえ ば,日 本 で も現 在 ,要 求 され て い て応 え ら

れ な い オ ン ライ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス に マ

ー ケ テ ィ ン グ情 報 が あ ります
。 マ ー ゲ ッテ ィン グ

・デ ー タ とい うの は
,日 本 で は非 常 に特 殊 な分 野

だ った の が理 由 で す が,ア メ リカに は
,す で に 二
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一 ル セ ン とい う世 界 一 大 きい 会 社 が あ り,最 終 消

費 財 の マ ー ケテ ィン グ ・デ ー タ をサ ー ビス して非

常 に繁 栄 してい るの で す 。 ア ーサ ー ・デ ィ リ トル

の 予 想 で も,市 場 調 査 の デ ー タベ ース は 年 率17～

18%の テ ン ポで 伸 び て い く とい っ てい ます 。

しか も,こ う した デ ー タベ ース は,一 国 の市 場

調 査 だ け で な く,自 国 のい ろい ろな 経 済 デ ー タベ

ー スを 一 応 と との え た うえ で,他 国 の デ ー タを 付

加 してい くとい う方 向に 進 む と思 い ます。 グ ロー

バ ル ・デ ータ ベ ー ス の方 向 で す ね 。 ア メ リカ で

は,自 国 の デ ータ が よ うや く整い,か つ 採 算 性 が

出 た とい うこ とで,こ れ に グ ロ ーバ ル 的 に 他 国 デ

ー タを 付 加 して い こ う とい う傾 向が 強 くな って い

くも の と思 い ます 。

も う一 つ の傾 向 は,デ ー タの 更 新 期 間 が どん ど

ん 短 くな って きて い る こ とです 。 これ まで は,日

本 で い えば 年 に 一 回,せ い ぜ い 四 半期 ぐ らい の も

の だ っ た のが,最 近 で は,1か 月 に 一 度 とい う短

期 に な って い ます 。

柳 井 も う一 つ,デ ータ ベ ー ス の海 外 流 入 あ るい

は 輸 入 に対 し,ヨ ー ロ ッパ で は い ろ い ろ な問 題 が

生 じて い る よ うで す ね 。 ア メ リカ政 府 が,キ ャ リ

アで な い テ レネ ッ トや タ イ ム ネ ッ トに 特 別 に 海 外

進 出 を認 めた の も,ア メ リカ の デ ータ ベ ー ス の輸

出を 重 要 視 した か らで し ょ うね 。 この ア メ リカ の

勢 い とい うのは 大 変 な もの だ と思 い ます ね 。 情 報

の 国 際 流 面 こお い て ア メ リカは 民 間 主 導型 な の で

す が,ア メ リカの 経 済 の 繁栄 のた めに は,ア メ リ

カ の持 て る情 報 を 外 に 売 る産 業 で も積 極 的 に政 府

が バ ック ア ップす る例 と して,ICASを あ げ る

こ とが 出来 ます 。

これ に対 し,ヨ ー ロ ヅパ の受 取 り方 は ア メ リカ

とは 違 うよ うで す 。ICASが ヨー ロ ッパ に 進 出

した と き ヨ ー ロ ッパ で は,ユ ー ロネ ヅ トや 他 の ヨ

ー ロ ッパ ネ ッ トワー クで 対 抗 しな け れ ぱ な らな い

と考 え た よ うで す 。 ア メ リカ に完 全 に 情 報 を 支 配

され る と警 戒 した わ け で す 。ICASは,ア メ リ

カ の情 報 を売 る ため の もので,自 国 の情 報 を ア メ

リカに 売 るの に は 役 に 立 た ない,対 抗 して 自分 た

ちを 守 ろ うとい う方 向 に,い ま,あ る よ うで すね

こ うい う状 況 を見 てい ます と,国 際 間 に お け る

デ ー タベ ース ・サ ー ビス の世 界 に も,少 し政 治 色

が 入 り込 み は じめ て きた とい う気 が し ます 。 この

問題 が将 来 ど う展開 す るか が 一 つ の興 味 とい え る

で し ょ う。

田 中 海 外 のデ ー タベ ース を 日本 人 が 好 む か好 ま

な いか とい う こ とが あ ります ね 。 柳 井 さん,そ れ

に つ い て は い か が で し ょうか 。

柳 井 一 昨 年,ア メ リカのSDCの サ ーチ ・サ ー

ビス を 日本 で販 売す る た め,SDCの 関 係 者 と話

し合 い,か つ てSDCが ヨ一 口 ヅパ に進 出 した 当

時 の例 を参 考 に して 日本 の プ ラ ンを 計 画 しま した

が,事 実,日 本SDCで ス タ ー トして み る と,ヨ

ー ロ ッパ の2倍 ぐ らい の ピ ッチ で普 及 してい って

い る んで す ね 。 日本 人 は,や は り海 外 の デ ー タ ベ

ース が た いへ ん好 きだ とい えそ うで す ね 。

情報立国の時代

田 中 で は,こ れ か らの 日本 で,デ ー タ ベ ー ス ・

サ ー ビスに 対 す る ニ ーズ の 動 向 は ど うな のか とい

うこ とに話 を進 め てい きた い と思 い ます 。宮 川 さ

ん,ど うな ん で し ょ うか 。

宮 川 ニ ー ズ の行 方 に 入 る前 に,い まの柳 井 さ ん

の お話 を伺 っ て い て ま っ た く同 じ こ とを感 じた と

こ ろが あ ります の で 少 しつ け 加 え させ てい た だ き

た い と思 い ます 。

ニ ュ ース と して は 少 し古 い ので す が,昨 年,ア

メ リカ の専 門 図 書 館 の 大会 が あ りま した 。 そ の 中

で,オ ン ライ ン ・デ ー タベ ース ・サ ー ビス の将 来

に つ い て とい うセ ッシ ョンが あ り,私 も聞 い て ま

い りま した 。 ア メ リカ の代 表 は,ロ ッキ ー ド社 の

ダィ ァn－ グ ・シス テ ムの 開発 者 の ロジ ャー ・K

・サ ミ ッ ト氏 で したが,彼 が こ うい うこ とを 言 っ
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て い ま した 。

い ま社 会 は 情 報 化 社 会 に 入 った 。情 報 は ア メ リ

カ合 衆 国 の もつ 最 も有 力 な戦 略 的 商 品 で あ る。 こ

れ を 支 え る 背 景 の一 つ は,テ レコ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ネ ッ トワー クで あ り,も う一 つ は,コ ン ピュ

ー タの ハ ー ドウエ ア だ
。 だか らわ れ わ れ は,こ れ

を ベ ー ス に して情 報 化 時 代 に 積 極 的 に 立 ち 向 うつ

も りで あ る一 と こ うい うん で す 。 ロ ッキ ー ドは

い うま で も な く民 間 会 社 で す 。 そ この 人 間 が ま る

で 役人 の よ うな こ とを い う。 で,そ の た め に は デ

ー タベ ース ・サ ー ビス を 強 化 して 一 つ の 柱 に す る

とい うわ け なの で す 。

そ こで 感 じた こ とで す が,ア メ リカ は 民 間主 導

型 ベ ース な ん で す が,ヨ ー ロ ッパ の場 合 は違 うん

で す 。

主 に イ ギ リス の 代 表 が,ヨ ー ロ ッパ で は情 報 は

公 共 的 財 源 で あ り,だ れ で もが これ に ア ク セ スで

き る よ うに しよ う,現 在,ヨ ー ロ ッパで は 情 報 産

業 は まだ お くれ た 産 業 な の で,こ の産 業 を保 護 す

るた め に は アメ リカ の デ ー タ ベ ー ス産 業 が ヨ ー ロ

ッパ域 内 に お い て不 利 な立 場 に 置 か れ て もや む を

え な い,と は っ き りい っ てい ま した 。

技 術立 国 に対 して情 報 立 国 とい うこ とで は な い

か と思 い ます が,そ うい う意 味 で,情 報 立 国 とい

うこ とが,技 術 立 国 の も う一 つ の 側 面 と して 出 て

き てい るの で は な い か とい うこ とを 強 く感 じま し

た 。

同 時 に,わ が 国 で も,日 本 語 の 国 内 デ ー タ ベ ー

ス を 強 化 す る こ とが い ち ば ん大 事 では な いか と思

い ま した。 もち ろ ん,ア メ リカ の デ ー タベ ース の

日本 で の 普 及 の ス ピー ドが 非 常 に 早 く,わ れ わ れ

もそれ に一 役 買 った わ け で す が,た とえ ば ア メ リ

カ の デ ー タ ベ ー ス を テ ー プベ ース で 日本 に持 って

き て,日 本 の国 内で サ ー ビスを や って い ます 。 ち

ょ うど自動 車 の ノ ック ダ ウ ンを 国 内 で や って い る

段 階 では な いか と思 い ます 。 い まやICASの 関

係者 が直 接,ど ん どん 入 って くる状態 で は な いか

と思 い ます 。 その 意 味 で も 日本 で作 られ た 日本 の

情 報 につ い て の 日本 語 の デ ータ ベ ー ス とい うもの

を強 化 す べ き じ ゃな い か と考 え て い るわ けで す 。

デ ータベ ース ・サ ー ビスの ニ ーズ

宮川 さ て,本 題 の ニ ーズ の 問 題 で す が,さ きほ

ど も話 が あ りま した よ うに,デ ータ ベ ー ス ・サ ー

ビスに 対 す る ニ ーズ とひ と くち に い って も,い ろ

い ろあ るわ け で す 。 数 値 デ ータ ベ ー ス と文 献 デ ー

タベ ース で もち が い ます し,分 野 的 に も ビジ ネス

情 報,科 学 技 術情 報,そ れ か ら生 活 関 連 あ るい は

社 会 関連 と三 つ ぐ らい の分 野 が あ る よ うに 思 い ま

す。 これ ら各 要 素 の組 合 せ に よ っ て ニ ーズ もそれ

ぞ れ 異 って くるは ず で す 。

ア メ リカ の様 子 か ら考 え ます と,リ ン ク社 のサ

ー ベ イに よ ります と
,ア メ リカ 国 内 と ヨー ロ ッパ

で デ ー タベ ース の プ ロデ ュ ーサ ーは172あ る とい

う こ とで す 。 これ は,産 業経 済 ・科学 技 術,社 会

と分 け て組 合 せ た もの で す 。

こ の中 で,い ち ば ん プ ロデ ュ ーサ ー の数 の 多い

の が ビジネ ス 情報 に関 す る数 値 デ ー タで,44%と

圧 倒 的 に 多 くな って い ます 。 こ の中 に は,お そ ら
ト

くマ ク ロ的 な経 済 動 向 もあ るで し ょ う し,い わ ゆ

る信 用 情 報,ア メ リカに は 企 業 信 用 情 報 の ほ か 個

人 信 用 情 報 とが あ り,こ この ニ ーズ は,か な り強

い も のが あ る と思 い ます 。

二 番 目に 分 布 の 多 い の が 文 献 デ ー タ ベ ー ス の う

ち の科 学 技 術 に 関 す るデ ー タベ ー ス の17%で す 。

三 番 目が,社 会 生 活 関連 の文 献 デ ー タベ ース で11
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%,以 下 順 に,科 学 技 術 の 数値 デ ータ,産 業経 済

に 関 す る文 献 デ ー タ,社 会 生 活 関 連 の 数値 デ ー タ

とい う順 に な って い ます 。

で は,日 本 で は ど うか とい うこ とで す が,市 場

調 査 のや り方 は な か な か 難 か しい の で は な いか と

思 い ます 。 た だ,昨 年,JIPDECさ ん が,公

共的 デ ー タ ベ ース の利 用 に 関 す る研 究 調 査 を お や

りに な りま した が,そ の中 に 情 報 処 理 サ ー ビス 業

者 を 対 象 に 「今 後5年 間 に,日 本 の 国 内で 開 発 さ

れ,ま た 利 用 され るデ ータ ベ ー ス に どの よ うな も

の が あ るか 」 とい うア ン ケ ー ト 調 査 が あ りま し

た 。 対 象 は54社 だ った そ うで す が,件 数 で い ち ば

ん 多 か っkの が 産 業経 済 に 関す る数 値 デ ー タで30

%,こ れ は ア メ リカ と ま った く同 じで す ね。 二 番

目 もア メ リカ と順 位 が 同 じ科 学 技 術 に 関 す る 文献

デ ー タ で26%で した。3番 目が 科 学 技 術 に 関 す る

数 値 デ ータ で 以下 社 会 生活 関連 の数 値 デ ー タ,産

業 経 済 の 文献 デ ータ とな ってお り,画 像 デ ー タベ

ー ス とい うの が 最 後 に 少 しあ ります 。

上 位 の方 は,ア メ リカ で 現 に サ ー ビス を行 って

い るも のが5年 後 に は 日本 で も行 わ れ るだ ろ うと

い うこ とで し ょ うが,5年 間 とい うの が み な さん

一 致 して い る とい うこ とで し ょう。 た だ,こ れ が

柳 井 さ んの お っ し ゃ る よ うに,予 想 よ り2倍 あ る

い は3倍 の スuo-一 ドで 進 展 す るの か,あ る いは そ

うで ない の か とい う問 題 は,や は り前 に 申 し上 げ

た 各要 素 の組 合 せ に よ って異 って くる のだ ろ うと

思 い ます が,だ いた い 今 後,開 発 あ るい は 利 用 さ

れ る デ ー タベ ース の ⇒ 一 ズが どの 辺 に あ る か とい

うのは,あ る程 度,で て くる ので は な い か と思 い

ます ね 。

大企業のニーズがきめて?

田中 日本の大企業は,現 在でも外国のデータベ

ースあるいは国内で提供されているデータベース

の最大の利用者であり,か つノウハウなどの最大

の保 有 者 で は な い か と思 い ます が,こ うい う大 企

業 には,社 内に 非 常 に 多 くの 情 報 を 蓄 積 して お り

ま す し,そ の上 能 力 もあ ります か ら,果 して 大 企

業 の 情 報 ニ ーズ が どれ だけ 外 へ 出 て くるか とい う

の が 一 つ の ポ イ ン トに な るの で は な い か と思 い ま

す が 。

宮 川 そ の点 は,私 は か な り楽 観的:こ見 てい ます 。

そ の ひ とつ の理 由は,私 ど も が10年 前 に シ ン ク タ

ン クサ ー ビス を 始 め た とき,同 じ よ うな指 摘 が あ

りま した 。 が,実 際 に は,い ま見 ます と,研 究 調 査
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の方は官庁 と民間 と半々ぐらいでございまして,

非常に仕事が多いんですね。それセこ,そ れぞれ専

業の分野の情報やノウハウは持っておられるが,

そこからち ょっとはずれていて,し かも非常に関

連が深い とい う分野,フ ィール ドなり問題につい

ては,ど うしても確実かつ網羅性の情報を迅速に

必要とするとい うところがあります。例えば,鉄鋼

会社は,鉄鋼業に関する懇親には強いでしょうが,

ち ょっとはずれた非鉄金属とかゴムとか自動車と

かいったことになるとまだまだ弱いんですね。そ

うい う意味で,大 企業の活動は非常に範囲が広 く

なってお りますから,そ れ自体で,や は りデータ

ベースサービスの背景になった,と こう思います。

情報は商品か公共財か?
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デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの現 状 と展 望

田中 情報は商品か公共的な財か という問題があ

りますが,こ の点についてもう少 しお話をお聞き

したいと思います。

赤司 この問題は情報産業にかかわるようになっ

てから,私 もずいぶん悩み ました。

情報経済学の対象としては,多 くの学者が情報

を公共財 と規定 しています。 しか し情報産業 とい

う場で考えるとそ うは割 りきれません。いま,私

が感覚的にいえるのは,素 材といいますか,ナ マ

に近い情報は公共財なんだろ う,し か し,そ れを

商品にしていくのが自分の仕事なんだ,と い うこ

とですね。

柳井 宮川さんの話と直結 しないかもしれません

が,こ の間,厚生省でこうい うことを聞きました。

厚生省は,Aと い う薬を製造するための原材料が

何 トン使われたかは知っているが,そ の原材料か

らAと い う薬がどれだけ製造され,ど のような名

前で,ど れだけ市場に出て,現 在どの程度売られ

ているか というデータは,非 常につかみにくいの

だそうです。 日本の薬の個々の市場での状況は,

アメリカの トップクラスの市場調査会社がほとん

ど独占的に調べているようです。アメリカさんだ

けが日本の市場でどんな薬が どれだけ売れたか知

っているんです。そして,日 本の製薬会社は,こ

ぞ ってこのデータを非常に高い値段で買っている

んです。官庁のデータでは,製 薬会社の市場作戦

用 としては十分でないのではないか,こ うしたギ

ャップをブリッジしていくようなものがあれば,

非常に世の中の役に立つのではないかとい う気が

します。

宮川 私も同じように感じますね。公共的なデー

タベースとい う場合,官 庁のデータベースが中心

になるのですが,官 庁のそれは,そ れぞれの行政

目的があり,そ れに従ってつ くられているわけで

す。必ず しも,民 間企業や国民が生活を改善 して

いくために,す ぐに使えるとい う形にはなってい

ないわけです。タネにはなるが,そ のままでは食

べ られ な い んで す 。

それ と,日 本 で は デ ー タベ ース の プ ロデ ュ ーサ

ーは 非 常 に金 が か か る ので
,こ れ は 役所 がや っ て

くだ さい とい った 雰 囲 気 が か な りあ るん です ね 。

ア メ リカ の 場 合 は,プ ロデ ューサ ー の半 分 以 上 が

民 間 な ん で す 。 官庁 は デ ー タは 提 供す るが 実 際 に

つ く るの は民 間 な の です 。 日本 の 場 合 で も,現

在,市 況 情 報 セ ン タ ー さん も 日経 さん も,デ ー タ

ベ ー スは 自分 た ち の業 務 の 中 で 生 まれ て き た必 要

な も のを お 出 しに な って い るわ け で,そ の意 味 で

は 民 間 の 業 者 が 十 分 に 有 効 な情 報 ソー スを 作 る こ

とが で き るの で は な いか と思 い ます 。

赤 司 情報 が公 共 財 的 な性 格 を持 って い るの は否

定 で き な い と思 い ます 。 た だ,い まそ う考 え て情

報 は タ ダ な んだ とか,税 金 で 情 報 を使 え る よ うに

す べ き だ とか 思 って い る限 りは,情 報 化 社 会 は 伸

び て い か な い の では な いか と思 い ます 。 情 報 は そ

れ を 作 って 流通 させ,そ れ を 使 うとい う過 程 が産

業 ・経 済 の メ カ ニズ ムの 中 に 組 み 込 まれ て,初 め

て再 生 産 され て い くわ け で す 。公 共的 な考 え方 だ

と,再 生 産 の メカ ニ ズ ムに乗 りませ んね 。 そ れ が

基 本 だ と思 い ますね 。

仁 坂 私 は,さ きほ どの赤 司 さん と同 じこ とを 申

しあげ よ うと思 っ て いた ので す が,確 か に ナ マ の

情 報は だれ に も利 用 で き る よ うな 性 格 を本 質 的 な

条 件 と して も って い るか も しれ ませ んが,た だ,・

ど う利 用 す るか,ど う利 用 した らい ち ば ん 私 た ち

の 役 に立 つ か とい う ことは,ユ ーザ ーが 考 え て 選

択 す る こ とで あ ろ うと思 い ます 。 そ の ユ ーザ ーの

ニ ー ズに 合 わ せ る よ うに ,ど う工 夫 すれ ば い ちば

ん便 利 な 形 で,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス を提 供 で

き るか とい うこ とを,ナ マ の情 報 を集 め てか ら考

え て い く。 そ うい うデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス とい

うのが,民 間 の デ ー タベ ース ・サ ー ビス産 業 の知

恵 だ と思 い ます 。 そ して,こ の知 恵 を生 か す とい

うこ とを,赤 司 さん が お っ し ゃった よ うに,民 間

の 自 由で 能 力 あ ふれ る事 業 活 動 に 期 待 しな くて は
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な らない と,こ う思 うラっ咋 で す 。

す べ て情 報は 形 が あ りませ ん か ら,公 共 財 だ が

ら とい うだ け では 役 て 立 た ない ので は な い か と思

うの で す 。 中 に は,ユ ー ザ ー が ほ と ん ど全 国 民 と

考 え られ る とか,ユ ーザ ー が 国 家 とい うデ ー タ ベ

ー ス もあ る の だ ろ うと思 い ます 。 そ うい うもの に

つ い ては,国 が 丸 抱 えで 金 を 出 して 作 る とい の う

は,国 の仕 事 と して,財 政 資 金 を 使 う理 由 は あ る

と思 い ま す が,そ の 他 の も のは 工 夫 を買 うわ け で

あ って,民 間 の 活 動 に ま かせ る 以外 に ない わ け で

す 。

データベ ース ・サ ー ビスの 将 来

田 中 デ ー タ ベ ー ス の将 来 動 向 とい い ます か,そ

の 辺 を も う少 しつ っ こん で お 聞 き した い ので す が

宮 川ICASは,例 え て い え ば 自動 車 の ノ ッ ク

ダ ウン組 立 て と完 成 車 の 輸 入 に 似 て い る と思 い ま

す 。従 っ て,従 来,外 国 の デ ー タベ ース を チ ー フ

ベ ース で持 ち こみ,国 内 で シ ス テ ムを つ け て サ ー

ビスを す る とい う,い わ ば 代行 検 索 業 務 とい うか

それ を 含 め た 代 理 業 とい うものは,外 国車 の ノ ッ

ク ダ ウ ン組 立 てに 当た るわ け で,今 後 は,ICA

Sに よ って 完成 車 輸 入が 始 ま るわ け で す か ら,し

だ い に 整理 され て い か ざ るを 得 な い とい う気 が し

ま す。 まあ 短 期 的 に は,い ろ い ろ 問題 もあ ろ うか

と思 い ます が,そ うい うこ とだ と思 い ます 。

例 えば,私 ども の機 関 の中 で も,ケ ミカ ル ア ブ

ス トラ ク トの 端 末 を た た くと きは,最 近 は,直 接

ロ ッキ ー ドをた た くよ うに な りま した 。JICS

Tに 比 べ れ ば 若干,高 くな ります が,そ れ で も ロ

ッキ ー ドを使 うとい うふ うに して い ます 。 お そ ら

く,も っ と大 きな 化学 工 業 の メ ー カ ーな どで は,も

っ とは っ き りと して い るの じゃな い で し ょうか 。

田 中 い わ ゆ るイ ン フ ォ メー シ ョン ・ブ ロー カ ー

あ るい は コ ンサ ル タ ン トとい っ た形 の もの は 規模

の大 小 は 別 と し事 業 と して 成 立 す るので し ょ うか

宮川 す る と思 い ます ね 。 い ろ い ろ 理 由は あ りま

す が,例 え ば 従 来 の 代 行検 索 業 務 も さ らに分 化 し

た形 で変 っ て い か ざ るを得 な い と思 い ます 。

も う一 つ,こ れ は,日 本 の特 殊 な 事 情 だ と思 い

ます が,ダ イ ア ロ ー グの代 理 店 は 洋 書 輸 入 業 の 大

手 会 社 が や って い るん で す ね。 海 外 の デ ー タベ ー

ス,と くに 文 献 デ ー タベ ース ・サ ー ビス で検 索 し

た結 果,研 究 者 が それ を読 み た い とい う一 次文 献

が あ りま す 。 この輸 入は,洋 書 輸 入 業 者 の 本 業 で

あ り得 意 な と ころ で す か ら,そ の分 野 で 十 分 に ビ

ジ ネス が で き るわ け で す 。ICASを 通 して ア メ

リカ の文 献 デ ー タベ ース が 利 用 され れ ば され るほ

ど こ うい うニ ー ズは 増 えて くる と思 い ます 。 そ う

い う意 味 で は,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に か か わ

る機 能 もい ろ い ろ 多 角 化 して,い ま まで の よ うな

形 の も のは,若 干,形 が 変 るの で は な いか と思 い

ます ね 。

赤 司 少 く と も文 献 デ ー タベ ース ・サ ー ビス に っ

い て い え ば,基 本的 には 宮 川 さん のお っ しゃ る よ

うに 完 成 車 に 変 るだ ろ う,し か し,田 中 さん が い

わ れ る イ ン フ ォメ ー シ ョン ・ブ ロー カ ー の役 割 が

前 面 に 出 て くる のか,そ れ と も大 企業 の 中 の経 験

を 持 った 人 が もっ ぱ ら使 う よ うに な るか とい うこ

とは,言 語 とい う別 の ポ イ ン トが あ って も う少 し

様 子 を見 ない とわ か らな い とい う感 じで す ね 。

数 値 デ ータ ベ ー スに つ い て は,柳 井 さ ん のお っ

しゃ る よ うに グ ローバ ル な もの で な くては いか ん

と思 い ます ね 。 た ぶ ん最 初 の 段 階 は 向 こ うの もの

に 日本 の も のが くっつ い て総 合 的 に 使 わ れ る よ う
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に な る ので し ょうね 。 そ うな った と きに,そ れ を

GEやDRIだ け に まか せ て お い てい い の か,日

本 で も 同 じこ とを しな け れ ば な らな い の か … …。

私 は,後 者 に 重 点 を 置 い て 考 え て い く必 要 があ る

だ ろ うとい う気 が します 。 そ の場 合,少 しば か り

様 子 が 変 って く るの だ ろ う と思 い ます 。

いず れ に しま して も,い ま,私 が 主 と して や っ

て い ます イ メ デ ィエ イ トデ ー タベ ース の 領域 で は

ロイ タ ーモ ニ タ ー とか テ レ レー トが 入 って き て,

競 合 あ るい は 融 合 とい うよ うな 動 きが で て き て い

ます 。 文 献 デ ー タベ ース の 領 域 で まず 変 化 が 生 じ

て,数 値 デ ー タベ ー ス の 競合 あ る いは 融 合 は,そ

の 次 の 段 階 に 展 開 され る ので し ょ うね 。

日本はやは り遠い国?

柳 井KDDのICASが 認 可 され て,使 い たい

と 申 し込 む ユ ーザ ーが 多 い とい うの は うれ しい こ

とな ん で す が,い まの ユ ーザ ーが ロ ッキ ー ドやS

DCを 中 心 に 求 め,そ れ が 満 た され る とあ とは 特

殊 な 分 野 で しかICASの 増 大 の希 望 は もて な い

で し ょ うね。 な ん と い っ て も決 定 的 な の は10数 時

間 とい う時 差 で す よ。この時 差 の た めに,ヨ ー ロ ッ

パ と ア メ リカで の デ ー タベ ース 利 用 ほ どに 日本 で

は 有 効 に 働 か な い の じゃな い で す か ね。 ア メ リカ

のデ ー タベ ース 流 入 に 対 し,黒 船 論 を い まだ に お

っ しゃ る人 もい ら っ し ゃる よ うです が,そ れ は こ

うい う事実 を知 らな い人 の意 見 なん で す 。 日本 は

や は り極 東 の遠 い国 で,残 念 な が ら ア メ リカ や ヨ

ー ロ ッパ で は ない ので す
。 だ か ら今 後,ICAS

利 用 が ど うな るか とい うこ とを 考 え てみ ます と,

予 想 は む ず か しい の で す が,特 殊 な分 野,真 夜 中

に 起 きて い て で も,と い う分 野 に限 られ るの で は

な い か と思 うわけ です 。 そ うい う点 で,問 題 が 一

つ あ るわ けで す 。

将 来,日 米 間 で デ ー タベ ース が 往 き来 す る に し

て も,こ れ が 大 きな 障 害 に な る で し ょ う。

経 済的 な デ ー タベ ース とい うの は,赤 司 さん が

お っ しゃ っ た よ うに,即 時 デ ー タベ ース と レコー

ドされ た 過 去の 記 録 とい うもの が あ り ます。 そ の

うち,わ れ わ れ の 商 売 を 通 じて も,歴 史 的 な記 録

を 使 って そ ろ そ ろ 研 究 を した い,と い う大 企業 が

多 くな って い ま す。

画 像映 像 サ ー ビスの ゆ くえ

田 中CATVサ ー ビス の 一 部 や ビデ オ テ ッ クス

(イギ リス で は 以 前 の ビ ュー デ ー タ,い ま の プ レ

ス テル,日 本 で は キ ャ プテ ン)サ ー ビス な どは
,

広 い 意 味 で の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス とみ て よい

と思 われ ま す。 しか し,こ の よ うな 画 像 映 像 サ ー

ビス が,ホ ー ム情 報 サ ー ビス と して 成 立 す るか し

θ
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与

な いか,こ れ らのサ ー ビス の ビジネ ス 版 の方 が 有

望 か も しれ な い な ど と,い ろ い ろ な議 論 が あ りま

す が,こ の 点 に つ い て の ご 意見 は いか が で し ょ う

か 。
、

柳 井 い ま お っ しゃ る よ うに,ビ ュ ー デ ー タ とC

ATVは 基 本 型 が ず いぶ ん違 うと思 い ます 。

歴 史 的 に い えば,CATVの ほ うが ユ ーザ ー数

も多 く,急 ピ ッチ で 内 容 が 充 実 され て い きつ つ あ

ります の で,普 及 は 早 い で し ょ うね 。 だが,キ ャ

プ テ ンを 同 様 な レベ ル に近 づ け る のは む ず か しい

で す ね 。 そ れ に 今,み ん な ニ ュ ー ス ・デ ー タ提 供



22

側 は 協 力 して い ます が,商 売 と して オ ー プ ンす る

際,皆,つ い て これ るか 疑 問 で す ね 。

た だ,ビ ュ ー デ ー タに して もか な り日本 的 な ス

タイ ル の もの が 出 て くる ので は な い か とい う気 は

します 。 情 報料 金 もい っ し ょに 電 電 公 社 が 徴 収 し

て くれ る とい うの で あ れば,普 及 を早 め る こ とに

な るで し ょ うね 。 現在 で は,ス ポ ンサ ー を見 つ け

て強 制 的 に 見 せ る とい う方 法 しか あ りませ ん。 電

話 の ダ イ ヤル で 呼 び 出 して も電 電 公 社 が 料 金 を 回

収 して くれ るわ け で は あ りませ ん 。 料 金 回 収 の方

法 が非 常 に難 しい よ うで す 。

田 中 宮 川 さん の お考 えは いか が で す か 。

宮 川 や は り,家 庭 用,個 人サ ー ビス の分 野 で 伸

び られ るか ど うか が 一 つ の ポ イ ン ト だ と 思 い ま

す 。 そ の 場 合,電 話 料 金 とかNHKの 聴 視 料 とい

った 家 庭 と結 び つ い た 料 金 徴 収 シ ス テ ム を も う一

つ 作 れ るか ど うか に か か って い る と思 い ま すね 。

現 在 の形 態 で は,キ ャ プ テ ンー つ しか あ りま せ ん

が,ち ょっ とむ ず か しそ うで す ね 。

赤 司 ビ ェー デ 一 夕 が家 庭 用 の情 報 チ ャネ ル と し

て 定 着 す るか ど うか は,私 た ち も注 目 してい る と

こ ろで す が,ポ イ ン トは やは り,電 電 公 社 が料 金

の 代理 徴 収 を で き るか ど うか で し ょ うね。 それ が

で きな い限 りは む ず か しい で す ね 。

で きな い とす れ ば,イ ギ リス で もそ うで す が,

ピェ ー デ ー タを企 業 向け のチ ャネル に して い く こ

とで す。 こ の場 合,一 時 的 に は 成 功 す るか も しれ

ませ ん が,限 界 が あ ります。 なぜ か とい えば,情

報 提 供 の や り方 が提 供 者 オ リエ ンテ ッ ドに な ら ざ

るを えな い とい うことで す 。 デ ー タベ ー ス ・サ ー

ビス とい う形 で 見 る と,企 業 向け の ビェ ーデ 一 夕

で サ ー ビスで き るそ の サ ー ビス の質 は,基 礎 デ ー

タ を並 べ て 出す とか,若 干 の選 択 を して 出す とか

それ しか で き ませ ん。 本 来 のデ ータ ベ ー ス ・サ ー

ビス は,ユ ーザ ー が 自分 で 情 報 を 選択 し,さ らに

それ を 加工 す る とい う機 能 があ って は じめ て80年

代 の デ ー タ ・サ ー ビス と して定 着 してい く性 格 の

もの で は な い か と思 い ます 。 そ うい う点 で も,ほ

ん と うは,ビ ュ ーデ ー タは 家庭 用 の情 報 チ ャネ ル

とい う方 向で しか 生 き る道 は な い の で は な い か と

思 うので す が … …。 一 時 的 に もせ よ,企 業 向 け チ

ャネ ル で 何か す る よ うに な る と,ち ょっ とい や で

す ね 。

進む ミ処理 ミとミ提 供.の 融 合化

田 中 話 が 変 ります が,こ れ か らは情 報 処 理 サ ー

ビス と情 報 提 供 サ ー ビス,つ ま リデ ータ ベ ー ス ・

サ ー ビス が融 合 してい く情 勢 に あ る,と い う見方

が あ りま す。 日本 では これ に か らん で,さ らに微

妙 な 問題 もあ りま す が,大 勢 は どの よ うな 方 向 に

進 む の で し ょ うか 。

赤 司 デ ー タベ ース を め ぐっ て,情 報 提 供 サ ー ビ

ス 業 と情 報 処 理 サ ー ビス業 とが 総 合 化 さ れ て い

く,こ れ が デ ー タベ ース ・サ ー ビス業 が注 目 され

て い る一 つ の要 因 で は な い か と思 い ます 。 ア メ リ

カ の場 合 は,提 供 サ ー ビス の企 業 が 処理 サ ー ビス

の 分 野 の 企業 を買 取 っ て 自分 の ネ ッ トに して い く

とい う形 が見 られ ます が,日 本 で は,少 く と も当

面,そ うい うこ とには な りそ うもな い。 日本 的 展

開 を 考 え て み る と,現 在,情 報 処 理 サ ー ビス 業 を

主 と してや って い る企 業 が,あ ち こちで つ くられ

た デ ー タベ ース を,自 分 た ち の ネ ッ トに乗 せ てサ

ー ビス してい く とい うの が 基 本 型 に な る の だ ろ う

と思 い ます 。 日本 情 報 セ ン タ ー協 会 の 中 に デ ー タ

ベ ース委 員 会 が作 られ た の も,そ うした方 向 を 目

指 して い るの だ ろ うと思 い ます が,こ の 方 向 のほ

か に,情 報 提 供 サ ー ビス業 の側 が 自分 た ち の ネ ッ

ト ワー クを 持 つ とか,ネ ッ トを持 った あ とで 情 報

処 理 サ ー ビス を や りま し ょう とい う気 運 が で るか

ど うか,そ うい う局 面 も注 目 してお く必 要 が あ ろ

うか と思 い ま す。

情 報 の 提 供,処 理 の総 合 化 とい う方 向が 定 着 し

て い く過 程 で,電 電 公 社 が 前 面 に 出 て くる だろ う
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と思 い ます が,私 ど も と して は,電 電 公 社 が これ

まで 情 報 処理 サ ー ビス の 領 域 で起 して きた さ ま ざ

ま な波 紋,そ れ と 同 質 の波 紋 が デ ー タベ ース ・サ

ー ビス の領 域 で また して も起 き る とい うの で は
,

それ は 大 き な問 題 だ ろ うと思 い ます 。 いず れ に し

て も,早 急 に 問題 点 を 整 理 して い く こ とが 大 切 で

し ょ うね 。

田 中 柳 井 さん,こ の問 題 に つ い てひ とこ と… 。

柳 井 赤 司 さんが い わ れ た よ うに,電 電 公社 の 蓄

積 され た 技 術 と能 力 は,相 当 に 高 い レベ ル に あ る

と思 い ます 。 約10年 に わ た って 蓄 積 され た技 術 と

能 力,そ れ に公 社 とい うもの を 背 景 に した ネ ッ ト

ワ ー ク とい うもの は,認 め な けれ ば な りませ ん 。

非 常 に民 間 と しては しゃ くに さわ る。(笑)け れ ど

も,あ る程 度 は 買 わ なけ れ ば い け ませ ん し,そ れ

を 認 め なけ れ ば い け な い 時 期 に 来 て い るの では な

い か とい う気 が します 。

た だ し,こ れ だ け で や って い こ うとい うのは 少

しひ っか か りま す が,こ れ か らや りたい と考 え て

い る 民 間 の あ る グル ー プに は,非 常 に 障 害 に な る

芦
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こ とは まち が い あ りま せ ん 。 そ れ で は 民 間側 で,

デ ー タベ ース を ぜ ん ぶ 集 め て 情報 処理 サ ー ビス が

で き ます とい うと ころ が あ る か とい うと,可 能 性

は 少 な い で し ょうね 。 他 方 で は ア メ リ カ の 勢 力

が,自 分 た ち の ツ ール を 日本 の 同 業 者 に 提 供 す る

こ とは ない で し ょ うね 。 日本 の 民 間は 公 社 とア メ

リカ勢 力 の中 間 で 生 きて い か な くて は な り ま せ

ん 。 そ れ を ど う育 て て い くの か とい う場 合 ,時 間

が た て ば た つ ほ ど,立 ち上 が りの チ ャ ンス が 少 な

くな り難 し くな ります ね 。 で す か ら,少 しで も早

く,何 とか しな け れ ば な りませ ん ね 。 こ こ2～3

年 ぐらい の 間 に な ん とか しな けれ ば,右 と左 の二

つ だ け が 生 き残 って い く とい うこ とに な っ て しま

うと思 い ま す。

とに か くみ ん なが 真 剣 に考 え る時 期 が きて い る

よ うに 思 い ます 。 民 放 発 足 当 時 のNHKと の 例 も

あ ります よ うに,公 社 ば か りを 攻 撃 して い る態 度

で は 済 まな い 時 期 に な って い る と読 め て しか たが

な い の で す。

必要な助成と分野調整

田 中 時 間 も少 な くな りま した の で,デ ー タ ベ ー

ス ・サ ー ビス の将 来像 の ま とめ とい うこ とで,お

うか が い した い と思 い ます 。

宮 川 や は り,さ きほ ど情 報 立 国 とい うお 話 が あ

りま した が,ま ず 国 内 で デ ー タベ ー ス を作 る ん だ

とい うこ と,そ して 適 当 な形 で で き る よ うに さが

して い くん だ とい うの が柱 だ と思 い ます 。

た とえ ば,市 場 ニ ー ズが 二 番 目に 大 きい とい う

科 学 技術 の文 献 サ ー ビス。 現 在,こ れ は デ ィス リ

ビェ ー タ あ る いは プ ロデ ュ ーサ ー とい う形 で や っ

て き てお ります が,そ の 中 は,化 学 とか 医 学 あ る

い は 環 境 とか エ ネ ル ギ ー と い うふ うに 細 分 化 され

て お りま す。 それ ぞ れ が 公 共 的 機 関 が や る もの,

あ る いは 業 界 ・業 界 団 体 の集 合 体 み た い な もの が

や る場 合 もあ るで し ょ う。 そ の場 合 は,デ ータ ベ

ース ・プ ロデ ュ ーサ ーに 対 す るニ ーズ
,振 興 と い

うこ とが 非 常 に重 要 な 問題 に な っ て くるだ ろ うと

思 い ま す。

経 済 ・産 業 の数 値 デ ー タベ ース,こ れ が い ちば

ん 市 場 ニ ー ズが 高 い とい うこ とで す が,こ れ まで

か な りの と ころ を 民 間 が や って き て い ます 。 今 後
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もやは り,そ うい うふ うに や って い け ば い い と思

い ます。 が,産 業 経 済 の文 献 デ ー タベ ース とい う

こ とに な る と,こ れ はむ しろ 国立 国 会 図書 館 とか

大 学 あ るい は 各 図 書 館 な どの連 け いが 必 要 に な っ

て くる と思 い ます 。 また,産 業 技 術 の数 値 デ ー タ

ベ ー ス,い わ ゆ るス ペ シ ャ ライ ズ ド ・デ ー タ ベ ー

ス に属 す る も の も,現 在,化 学 会 社 な どが 動 きは

じめ て い ます が,か な り専 門 的 な 知 識 が 必 要 と思

い ます 。 そ の うえ物 性 デ ー タ な どは,大 学 な ど と

の つ な が りも大 きい で し ょ う。 そ の点 で,そ うい

う分 野 に 対 す る助 成 ・振 興 と と もに,調 整 の とれ

た ナ シ ョナ ル ・ポ リシ ー とい った もの が,も っ と

強 力 に打 ち だ され て もい い ので は な い か と思 い ま

す ね。

将 来 は 日本 が世 界 を リー ド

田 中 柳 井 さ ん,赤 司 さん か ら もお 願 い しま す 。

柳 井 デ ー タ ベ ー ス そ の も の,あ るい は デ ー タベ

ース ・サ ー ビス の あ り方 に つ い ては,い まの 宮 川

さん の お 話 に つ き る と思 い ます 。

そ れ は と もか く,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス の未

来像 で,日 本 が 世 界 の 先 陣 を 切 った ら ど うか とい

うア イ デ アが 一 つ あ るん で す 。 自分 で 勝 手 に 名前

を つ け た の で すが,イ ン テ リジ ェ ン ト ・デ ー タベ

ー ス ・マ シ ンを作 れ,と い うこ とで す 。 日本 は,

こ うい うハ ー ドを 作 る のは 得 意 で す か ら… … 。

何 か といい ます と,も とは ビデ オ デ ィス クを 持

った イ ンテ リジ ェンス 端 末 な ん です 。 デ ー タ ベ ー

ス ・サ ー ビス も将 来は 必 ず 分 散 デ ー タベ ース ・サ

ー ビス に な ります 。将 来,ビ デ オデ ィス クが 多量

情 報 の ツー ル と して本 を 凌 駕す る時 代 が 来 る と予

測 で き ます 。つ ま り,ビ デオ デ ィス クに 第一 次 文

献 が 入 れ られ デ ィス トリ ビュ ー トされ る時 代 が く

る とい うこ とで す 。 な ん とい っ て も安 い で す か ら

ね 。 そ うな ります と,検 索 技 術 だけ は 中 央 の 検 索

サ ー ビス の ど こか で 探 って,イ ンテ リ ジェ ン ト端

末 と結 ぶ よ うに な ります 。 そ して検 索 した 結 果 を

ビデ オ デ ィス クで 全部 出す わ け で す 。

ビデ オデ ィス クは,今 で も1枚 が10セ ン トだ と

い い ます 。 つ ま り200円 で す 。10年 もた て ば1セ

ン トに な るか も しれ ませ ん 。 レコ ー ドは,マ ス プ

ロが き き ます か らね 。 ビデオ デ ィス ク も,絶 対 に

そ うい う時 代が くる と思 うん で す 。

デ ー タベ ース の 問題 を考 え てい くと,い ろい ろ

と悲 観 的 な こ とが 多 い ん です が,そ うい う夢 を ア

メ リカに 先 が け てや って は ど うか と考 え て い るわ

け で す 。(笑)

赤 司 柳 井 さん の よ うな お も しろ い 発 想 は な い ん

で す が,デ ー タ ベ ー スが 産 業 の メ カ ニズ ムの 中 に

組 み こ まれ,定 着 して い か なけ れ ば な らな い こ と

は い うまで もな く一 番 大 事 な こ とです 。 そ のた め

に は,い ま企 業 が デ ータ ベ ー ス に 出 して い る投 資

金 額 に ゼ ロが二 つ つ か な け れ ば な らな い し,デ ー

タベ ー ス に お金 を使 っ てい る企 業 の数 に もゼ ロ二

つ が つ か な くて は な ら な いで し ょ う。 これ は た い

へ ん な こ とで す が,そ うな って は じめ て,デ ー タベ

ース を 使 う人 も多 くな り,デ ー タ ベ ー スを 使 い こ

な した とい う状 況 が 広 が っ て くる と思 うの です 。

こ の際,い ち ば ん 望 まれ る こ とは,人 的 資源 の

いち ば ん 豊 か な 役 所 が,先 導 的 に道 を開 き,政 策 目

的 の た め の デ ー タベ ース 高 度 利 用 の 実 例 を みせ,

デ ー タ ベ ー ス を使 い こな した い とい う環境 を 作 る

とい うこ とで す。 そ して,そ うい う過 程 を 通 して,

い ま役所 の 中 に ね む って い るデ ータ ベ ー スの 素 材

が デ ー タベ ース 化 され て,デ ー タベ ース ・サ ー ビス

の基 盤 が発 展 して くる ので は な い か と思 い ます 。

かなめ

オーガナイズが要

田中 仁坂さん,最 後にまとめもかねてひとつお

願いします。

仁坂 まず,私 は,わ が国のデータベース市場は

必ず拡大するだろうと確信しています。といいま
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デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス の 現 状 と展 望

す の は,通 産 省 の 実態 調 査 に よ りま す と,デ ー タ

ベ ー ス ・サ ー ビス業 と限 りませ んが
,情 報 提 供 サ

ー ビス業 の年 間売 上 げ が53年 度 で270億 円 で す
。

これ に 対 して,も っ と調 査 の 目が粗 い と思 わ れ る

ア メ リカで は,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス だけ で 約

2000億 円 で す。 日本 人 は 必 死 に な っ て情 報 を 集 め

て き て,ム ダ をは ぶ い て合 理 的 な シス テ ムを 作 る

意 欲 とい うもの が 旺 盛 で す 。 デ ータ ベ ー ス ・サ ー

ビス:こつ い て い え ば ,よ うや く,ユ ー ザ ーが これ

に対 す る 目覚 め の時 を迎 え た と い うふ うに 思 わ れ

芦

仁

坂

吉

伸

氏

るの で す 。ICAS説 明 会 に た く さん の人 が 集 ま

っ た とい う話 が あ り ます が,そ れ は ,ユ ーザ ーの

人 た ち の偽 らざ る現 在 の気 持 ち の現 れ だ ろ うと思

うの です 。

そ うい う意 味 で,日 本 の デ ー タベ ース ・サ ー ビ

ス に 対 す る期 待 が た い へ ん 高 くな っ て い ます
。 と

ころ が,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスは グ ローバ ル な

性 格 が強 く,逆 に いえ ば,閉 鎖 的 な 市場 で生 き残

る こ とは 多 分 で きな い と思 わ れ ます 。つ ま り,市

場 に お い て,あ るサ ー ビス が 確 立 さ れ て しま う

と,そ れ を 追 っか け る ことは 難 し くな る とい うこ

とで す 。

で す か ら,わ が 国 の 市 場 が 今 後,急 激 に伸 び て

い く この 機 会 を 捉 え て,わ が 国 の デ ー タ ベ ース ・

サ ー ビス産 業界 の うち の 多 くが,自 ら のサ ー ビス

に よ っ て生 き て い くとい うこ とを 考 え て い か な け

れ ば な らな い と思 うわ け で す。 そ うい う意 味 か ら

通 産 省 と して も,情 報 処 理 産 業 の振 興策 の中 で
,

ア ー タベ ー ス ・サ ー ビス 産 業 の 振 興 が 一 つ の 大 ぎ

な 目玉 だ と思 って い るの で す 。

そ の 中 で の い ち ば ん の ネ ックは,や は り,開 発

時 の リス ク負担 に ど うや っ て耐 え るか とい う点 で

す 。 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 業 連 絡 懇 談 会 な どで

も意 見 のあ った と ころ で す が,私 ど も もデ ー タ ベ

ース ・サ ー ビス に 伴 うデ ー タベ ー ス 開発 の促 進 の

た め,必 要 な リス ク負担 軽 減 のた め施 策 を新 政 策

に 生 か して い く よ うに 尽 力 してい きた い と思 って

い ます 。

そ れ か ら,さ きほ ど電 電公 社 の 問題 とかICA

Sの 影 響 が ど うな っ て い くか とい う問 題 が あ りま

した が,い ず れ に しろ デ ー タベ ース を 扱 っ てい く

際,だ れ が 全 体 を オ ー ガ ナイ ズ して い くか が 非常

に 重 要 な問 題 だ と思 い ます 。 デ ィス ト リビ ュー タ

ー
,フ ロァ ユ ーサ ー,そ れ に コ ンサ ル タ ン トみ た

い な 経 済 主 体 が要 る といわ れ ま すが
,私 の考 え で

は,デ ィス ト リビュ ー タ ーが サ ー ビス と して成 り

立 つ も の,知 恵 を生 か して ユ ーザ ーの 役 に立 つ も

の を見 つ け だ して 多 くの プ ロデ ュー サ ー を組 織 し

て,デ ィス ト リビ ェ ー トして い く ことが 期 待 で き

る の では な い か と思 い ます 。

た とえば,ロ ッキ ー ドの ダイ ア ロー グには100

あ ま りの デ ー タベ ース が 集 め られ て い る と いわ れ

ます が,ロ ッキ ー ドには,こ うい う情 報 源 か ら こ

うい うア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ムに よ って デ

ー タベ ース ・サ ー ビス を 行 え ば 必 ず 売 れ る し
,ロ

ッキ ー ドも儲 か る とい う優れ た営 業 の 目が あ った

の だ と思 い ま す。 そ うい う意 味 で
,拡 大 す る市 場

を つか ま え て,な ん とか 日本 に も こ うい う企 業 が

定 着 し,世 界 に サ ー ビス を行 っ てい く形 に 伸 び て

い っ て も らい た い と念 じてい るわ け で す
。

田 中 ど うもあ りが と うご ざい ま した。
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欠 か せ ぬ ア セ ス メ ン ト

コン ピュータの大衆化

・=「マ イ コ ン時代 の幕 開 け」をめ ぐ って

大 谷 清

10月 に行 わ れ た,こ と しの 「情 報 化 週 間 」 の 特

色 は,ひ と こ とで い えば マ イ ク ロ コン ピュ ー タ の

登 場 に 象 徴 され る コ ン ピ ュ ー タの ミニ チ ュア化 が

社 会 の 各方 面 に もた ら して い る変 化,あ るい は近

い 将 来,急 ピ ッチで お き る と思 わ れ る さ ま ざ まな

ミマ イ コソ革 命
.を 幅広 く と りあげ た 点 に あ る,

とい え そ うだ。

まず 初 開 催 の札 幌(生 活 と情 報 化 展)を は じめ

東 京,名 古 屋,大 阪,神 戸,富 山,鳥 取,広 島,

高松,北 九 州,那 覇 な どの各 都 市 で 開 か れ た 展示

会,講 演 会 は いず れ も 「く ら し と情 報 」 を テ ーマ

に して お り,家 庭生 活 を 中 心 に 通 信,交 通 そ の他

の 公 共 サ ー ビス が コ ン ピェ 一 夕 と通 信 技 術 の発 達

で ど う変 わ るか,に つ い て わ か りや す く 示 さ れ

た 。 また 青 森,長 野,大 阪,福 岡で 開か れ た 中 学

生,高 校 生 向け の コン ピュ ー タ教室 の実 体 は 「マ

イ コ ン入 門講 座 」 だ っ た し,大 阪 で 開 か れ た 「マ

イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タに 関す るシ ン ポ ジ ウ ム」 で

は,ず ば り コン ピュ ー タ の ミニチ ュ ア化,つ ま り

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の登 場 とそ の技 術 革 新 が 企

業,産 業,家 庭,社 会 に ど うい う影 響 を 与 え るか

が真 剣 に 討 論 され て い た 。

このほ か 恒 例 の 「デ ー タ シ ョウ」 は,こ と しは

医療 情 報 シ ス テ ムや ソフ トウエ ア関 連 も 含 め,

「'80情 報 処理 連合 展」 と して開 か れ た 。

日本 で 初 め て 開 か れ た 「第8回 世 界 コン ビ=一

タ会 議 」,「 第3回 医 療 情 報 処 理 科 学 国 際会 議 」,

ま た東 京 で 開か れ た パ ネル 討 論 会 「オ フ ィス ・オ

ー トメ ーシ ョ ン と情 報 ネ ッ トワー ク」,シ ンポ ジ

ウ ム 「行 政 と情 報 シス テ ム」 な どに お い て も,マ

イ ク ロ コン ピ ュ ー タに 代表 され る コン ピュ ー タの

小 型 化,高 性 能 化 が オ フ ィス,医 療,行 政 に 及 ぼ

す イ ンパ ク トに つい て さ ま ざ まな立 場 か ら考 察 さ

れ て い た 。

こ の よ うに こ と しの 「情 報 化 週 間」 の基 調 に躍

り出 した マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ とは 一 体,い か な



るものなのか,ま たこれが人間の生活にどのよう

な影響を与えるのか一 について,こ の週間で行

われたさまざまな行事,討 論を踏まえながらその

印象を整理 してみよう。

ひ ろが るマイ コン,パ ソ コンの応 用

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ータ
,俗 に略 してマ イ コン と

呼 ばれ る コ ン ピュ ー タは 二 つ の意 味 で 使 わ れ て い

る。 一 つ は 半 導 体LSI(大 規 模 集積 回路)技 術 の

驚 異 的 な 進 歩 で1970年 代 初 め に 登場 した こ部 品 ミ

と して の コ ン ピ ュー タ。 も う一 つは 日本 で は こ私

の(マ イ)コ ン ピュ ー タ.と しての 意味 を 付与 さ

れ てい る,と い わ れ る パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ と

して で あ る。 部 品(と い っ て もれ っ き と した コ ン

ピュ ー タ だが)と して のマ イ コンは
,マ イ ク ロプ

ロセ ッセに メモ リーや 入 出 力用 の イ ンタ ー フ ェ ー

ス を つ け 加 え た もの で,最 近 で は 電 子 レン ジや ク

ー ラ ー,あ るい は 自動 車 に 組 み 込 まれ 始 め ,爆 発

的 に 需 要 が 広 が っ てい る。 一 方 の パ ー ソナ ル コン

ピ ェ 一夕 も一 部 の ホ ビイ ス ト(愛 好 家)だ け の ミオ

モ チ ャ.的 存在 か ら離 れ ,広 く ビジ ネス に も使 わ

れ 始 め,こ れ また 将 来,爆 発 的 に 需要 が広 が る と

予 想 され て い る全 く新 しい商 品 で あ る。 大 阪 で 開

かれ た マ イ コ ンに関 す る シ ンポ ジ ウムは主 と して

前 者 を テ ーマ と し,京 都 そ の 他 で 高校 生 向け に 開

か れ た マ イ コ ン入 門 講座 は後 者 を扱 っ てい る
。

で は両 者 は まった く別 の も のか とい え ば じつは

そ うで は ない 。 パ ー ソナ ル コ ン ピ ェ ータ ,た と え

ば 「PET」 とか 「APPLE」 あ るい は 日本 の

メ ーカ ーか ら出 され て い る製 品 は す で に 前 者 の マ

イ コ ンをCPU(中 央 処 理 装 置)と して組 み 込 ん

で い る。

た だ混 乱 を避 け るた め ,こ こで は パ ー ソナ ル コ

ン ピ ュー タ の生 み の親 と もい え るマ イ ク ロ コ ン ピ

ュ ー タの み を 「マ イ コ ン」 と名 付 け て話 を進 め る

こ とに す る。

北 は札 幌 か ら南 は 那 覇 まで,全 国 各 地 で 開 かれ
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マ イ コ ン 時 代 の 幕 開 け 口 口 口

た 「生 活 と情 報 化 」,「 くら しと情 報 」 展 あ る い

は 講 演 会 な どの 催 しで 強 調 され た こ とは
,コ ン ピ

ュ ータ が 小 型化,低 価 格 化 して さ ま ざ まな 形 で 生

活 に入 り込 み,通 信 技 術 の発 達 とあ い まっ て人 々

の 生 活 を ガ ラ リと変 え る ,と い う点 だ った 。 す で

に 身 の 回 りを見 渡 した だけ で もク ー ラ ー
,テ レ ビ

車 な どに マ イ コ ンが 続 々 と応 用 され ,電 力,ガ ソ

リンの 節 約 そ の 他 の 省 エ ネ ル ギ ー に 大 き く貢 献 し

始 め て い る。 しか しマ イ コ ンあ るい は パ ー ソナル

コ ン ピュ ー タ の母 国 ア メ リカで は
,さ ま ざ まな 特

殊 事 情(日 本 と比 べ て の 意 味)か ら,く ら しの情

報 化 が 急 ピ ッチ で進 ん で い る。 た とえば パ ー ソナ

ル コ ン ピュ ー タ。 米 国 内だ け で す で に 数 十万 台 の

単 位 で 普 及 し,今 な お 年 率30%を 越 え る 高 い伸 び

率 で 出 荷 され て い る パ ー ソナル コン ピュ ー タは さ

まざ まな サ ー ビス の受 け 手,あ るい は 双 方 向 通 信

の場 合 は 出 し手,と して 使 わ れ 出 して い る
。

パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ の メ ー カ ーが 情 報 サ ー

ビス会 社 や デ ー タバ ン ク業 者 と手 を 結 ん で
,パ ー

ソナル コ ンピ ュ ー タの ユ ーザ ー向 け に株 式 情 報 や

通 信 社 の ニ ュ ース,天 気 予報,旅 行 の情 報 な ど生

活 と仕 事 に関 係す る あ らゆ る情 報 を パ ー ソナ ル コ

ン ピェ ー タか ら即 時 に と り出 せ る よ うに し始め て

い るか らだ 。 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ のユ ーザ ー

は 夕 刊 や朝 刊 まで待 た な くと も最 新 の株 価 情 報 が

とれ る し,夜 の7時,11時 とい っ た定 時 ニ ュ ー ス

の 時 間 を 待 た な い で,い つ で も好 き な時 に 世 界 中

の で き ご とを手 に す る こ とが で き るわ け だ
。.

さ らに 最 近 で は パ ー ソナ ル コ ン ピ ェー タ の ユ ー

ザ ー同志 が パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ を使 っ てお 互

い に メ ッセ ー ジ のや り と りが で き る
,い わ ゆ る電

子 郵 便(エ レク トロ ニ ック ・メイ ル)ま で登 場 し

て い る。 郵便 サ ー ビス の 質 が年 を 追 っ て低 下 し
,

西か ら東 まで ジ ェ ッ ト機 で5時 間,時 差 を 入 れ る

と8時 間 もか か る広 大 な国 土 に 住 む 米 国人 に とっ

て,手 紙 を 書 か ず,飛 行 機 に 乗 らない で もお 互 い

に メ ッセ ー ジを や りと りで き る電 子 郵 便 シス テ ム

は,日 本 では 考 え られ ない ほ ど大 きな効 用 を もた
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らす もの と して受 け とめ られ てい る よ うだ 。

進むオ フ ィスの情報革命

パ ー ソナ ル コン ピュ ー タ こそ 使 わ な い が,日 本

で も家 庭 の テ レビを利 用 し,特 殊 な端 末 装 置 を こ

れ を つ け 加 え る こ とに よっ て 似 た よ うな情 報 サ ー

ビスを し よ うとい う計 画 が 進 ん で い る。 郵 政 省 が

中心 に な っ て進 め てい るキ ャ プテ ンが それ 。 ま だ

実験 段階 だ が,電 電 公 社 が 進 め て い るホ ーム フ ァ

ク シ ミ リ計 画 な ど と合 わ せ,家 庭 の 情 報 化 は も う

目の前 まで や って きて い る。

パ ネル 討 論 「オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョ ン と情

報 ネ ッ トワー ク」 も,マ イ コ ンの もた らす こオ フ

ィス 革命.が 話 題 に な った 。 これ まで オ フ ィス の

情 報 化 を 担 っ て きた のは 主 と して大 型 コ ン ピ ュー

タを軸 に した 中央 集権 型 の情 報 処 理 シス テ ム。 し

か しこの シス テ ム は 確 か に事 務 処 理 の機 械 化 に 大

き な役 割 を 果 た した が,反 面 コ ン ピ ュー タ の導 入

に伴 う人 件 費 を 中 心 と した 経 費 の 増 加,ぼ う大 な

≒紙 の洪 水
ミ な どさ ま ざ まな 弊 害 も招 き,ユ ーザ

ー と して の企 業 側 に深 刻 な反 省 を もた ら した 。

代 わ って 出て きた の が 分 散 処理 の考 え 方 で あ

る。 つ ま り,現 場 で 処 理 で き る仕 事 は現 場 で 処理

し,情 報 処理 の ス ピー ドア ップ と効 率 の 向 上 を め

ざ そ う とい うの で あ る。 この よ うな企 業 側 の ニ ー

ズ に 応 えた のが,コ ン ピ ュ ー タの小 型 化 で 登 場 し

た ミニ コ ン ピ ュ ータ,オ フ ィス コ ン ピ ュー タ,さ

ら臣こは パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ,あ るい は 各種 の

端 末 機 器 で あ る。

そ の典 型 を再 び米 国に み る こ とが で きる。 世 界

第 二 位 の預 金量 を誇 る ニ ュ ー ヨ ー クの 大 手 銀行,

シ テ ィパ ン クで は,5年 前 に それ まで 使 っ てい た

大 型 コ ン ピ ュ ー タを 一 切 廃 止 し,代 わ っ て ミニ コ

ン ピ ュ ー タ とそ れ に コ ン トロ ール され る専 用 のパ

ー ソナ ル コン ピュ ー タだ け の ミス テ ムに切 り換 え

た 。 そ の 効 果 は まず 人 件 費 コス トの 低 減 に 出 た。

大 型 コン ピュ ー タを 導 入 してか ら もそ れ に 伴 う要

員 増加 な どで コ ンス タ ン トに 増 え てい た 人 件 費 コ

ス トは,ミ ニ コ ン ・パ ー ソナ ル コ ンシ ス テ ムに 切

りか え た 途 端,臥 こみ え て下 が り始 め た。 か つ て

は 総 コス トの90%を 占め てい た 比 率 が70%台 まで

下 が っ た の で あ る。 そ の裏 に は 自然 減 を 中 心:こ10

年 間 で4,000人 の人 員を お さ え合 理 化 て きた 事 実

が あ る。

も う一 つ の 効 果 は,行 員 が パ ー ソナ ル コ ン ピュ

ー タを 使 い 始 め た こ とに よ って 窓 口サ ー ビス が改

善 され,銀 行 に対 す る イ メ ー ジが 高 ま った こ とが

あ げ られ る 。 シ テ ィバ ンクに 言 わ せ る と大 型 コ ン

ピ ュ ー タ時 代 の イ メ ー ジを調 査 会 社 を 使 っ て調 べ

た 際,ニ ュ ー ヨ ー クの 銀 行 の 中 で も一 番 下 位 の方

だ った のに,ミ ニ コン ・パ ソ コ ンを 導 入 してか ら

改 め て調 べ直 した ら,真 ん 中 よ りや や 下,に まで

上 昇 した とい う。 同銀 行 で は こ のイ メ ー ジを さ ら

に 高 め るた め,パ ー ソナル コ ン ピュ ー タ の導 入 を

今 も積 極 的 に 進 め てい る。

日本 で もオ フ ィス の 生 産 性 の 停 滞 に 対 して深 刻

な危 機 感 が広 が り,大 手 企 業 を 中 心 に オ フ ィス ・

オ ー トメ ーシ ョ ンへ の取 り組 み が急 ピ ッチ で 進 ん

で い る。 た とえ ば 東京 芝浦 電 気 で は 管 理 職 ク ラス

に1台 ず つ 計2,000台 の 端 末機 を あ て が い,さ ま

ざ ま な経 営 情 報 の 迅 速 な 処 理,蓄 積,自 由 な 引 き

出 し,と い った 一 連 の情 報 化 を 進 め てい る。 こ こ

で も活躍 して い る の が パ ー ソナ ル コン ピュ ー タに

似 た 端 末 機 。 同社 の 幹 部 に 言わ せ る と,コ ン ピ ュ

ー タが 小 型 化 し,安 くな った 今 こそ,オ フ ィス ・

オ ー トメー シ ョンを 進 め る絶 好 の チ ャ ンス。 マ イ

コ ンや マ イ コ ンを 内蔵 した 端 末 機(パ ー ソナ ル コ

ン ピュ ー タ と呼 ん で もい い)を 使 って情 報 の分 散

処 理 を 推 進 しな い 限 り,複 雑 化 す る一 方 の経 営環

境 を的 確 に 把 握,こ れ に対 処 す る こ とは もち ろ ん,

迫 りくる ぺ紙 の洪 水 こ,限 りない オ フ ィス ス ペ ー

ス の 膨 張 に歯 止 めを か け る こ とは で き ない,と い

うのだ 。
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波及するインパ ク トーその明暗

こ と しの 「情 報 化 週 間 」では 表 立 っ ては と りあ げ

られ な か っ たが,オ フ ィス 革 命 の 裏 側 で じつは 大

規 模 な工 場 革 命 が進 ん で い る 。 これ が マ イ コン の

登 場 と無 縁 で は な い の だ とい う衝 撃的 な例 を 二 ,

三 紹 介 す る と

▽ こ と しの3月,日 本 エ ヌ ・シ ー ・ア ー ル の大

磯 工 場(神 奈 川 県)で500人 近 い工 員 が希 望 退 職

して い った 。 い ずれ も板金 な ど機 械 加 工 の熟 練 工

た ち 。 大 磯工 場 の主 力商 品 で あ るキ ャ ッシ ュ ・ レ

ジ ス タ ー(金 銭登 録 機)が 機 械 式 か らIC応 用 の

電 子 式 に か わ った た め,出 番 が な くな った ので あ

る。

▽ こ と しの9月 か らシ ャー プ産 業 機 器 事 業部 の

あ る大 和 郡 山(奈 良県)で,世 界 で 初 め て とい う

電 卓 の無 人 製 造 ライ ンが テ ス ト運 転 に入 った 。 コ

ン ピ ュ ータ で完 全 制 御 され た ロボ ッ トが 倉 庫 か ら

部 品 を と り出 し,組 み 立 て,テ ス トを して 出荷 す

る。 この 自動 製 造 ライ ンの 完 成 で ,こ れ まで シ ャ

ー プか ら完 成 品 の組 み立 て作 業 を下 請 け してい た

中 小企 業 が べ失 職 こす る。

工 場 の コン ピュ ー タ化 は 想 像 を 絶 す る ス ピー ド

で 進 ん で い る。 特 にIC(集 積 回 路) ,LSI(大

規 模 集 積 回路)化 の波 を 最 も受 け る コ ン ピ ュ ー

タ,半 導 体 工 場 の変 貌 ぶ りが 著 しい
。10年 前 な ら

数 百 人 の単 位 で い た 女子 の配 線 工 が ご っそ り工 場
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か らい な くな り,次 い で 板 金 ,加 工,組 み 立 て な

どの 男子 熟 練 工 が どの工 場 か ら も次 々 と姿 を 消 し

て い った。IC,LSI化 で 配 線 作 業 が 高 く な

り,製 品 そ の もの も極 端 に 小 型 化 して 機 械 加 工 こE

程 が ぐっ と減 っ て しま った か らだ 。

職 場 か らは じき飛 ば され た工 員 たち の一 部は コ

ン ピ ュー タ の保 守要 員へ,一 部 は ソフ トウエ ア教

育 を経 て プ ログ ラ マ ーへ,そ して また 一 部 は 守

衛,営 業,事 務 へ と転職 して い っ た。 日本 的 な労

使 慣 行 の お かげ で 失業 こそ免 れ ては い る も のの ,

特 に 中 高年 層 に は 配 置 転 換 は キ ツ イは ず 。工 場 の

ミ情 報 化
.が 職 種 別 労 働 組 合 の 力 の 強 い欧 州 で大

変 な社 会,政 治 問題 化 して い る の もこ のた め だ ろ

う。

日本 で も下 請 け,孫 請 け の 中 小 企 業 に 大 きな影

響 が 出 るは ず だ 。 シ ャ ー プの 場 合,電 卓 のIC化

で 部 品 点 数 が7,000点 か ら一 挙 に数 点 に まで 減 っ

た 段 階 で,下 請け 企 業 か ら,さ らに 一 部 の部 品 組

み立 て を請 負 っ てい た こ孫 請 け こ 零 細 企 業 が ミ失

職 した 。 需 要 が お う盛 な こ と と,完 全 無 人 工 程

に の る機 種 が まだ 少 な い お かげ で,下 請 け 中 小 企

業 に は す ぐに ど うこ う とい う問 題 は お きて い な い

が,シ ャー プ では5年 後 に は 下 請 け協 力会 社 との

関 係 が 様 変 わ りす るは ず,と 言 っ てい る。IC ,

LSI革 命 は,日 本 の伝 統 的 な:企 業 城 下 町.を

突 き崩 しつ つ あ る よ うに 思 え る 。

もち ろ ん 工 場 の ミ情報 化 ミ は暗 い面 ば か りで ぼ

な い 。 製 品 の マ イ コ ン化,製 造 工 程 の無 人 化 は そ.

の ま まぼ う大 な ソフ トウエ ア需 要 とな っ て 中小 の

ソフ トウエ アハ ウス を 潤 して い る
。い ま,大 企 業 が

盛 ん に 子 会社 作 りに 乗 り出 して い る 背 景 が とれ 。

目立 製 作 所,東 京 芝浦 電 気,三 菱 電 機 ,富 士 通

日本 電 気 富 士 電 機 製 造 な どが 続 々 と100%も し

くは そ れ に 近 い 出資 比 率 で ソフ トウエ ア作 り専 業

の 子 会社 を 作 って い るが ,そ れ で も急 増 す る ソフ

トウエ ア需 要 に こた え きれ ず
,あ の手 この 手 で 独

立 系 中 小 ソ フ トウエ アハ ウス の抱 き込 み を 図 っ て

い る のが 実 情 だ 。
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おそらく今後,新 しい形の こ企業城下町こがで

きるとすれば,こ うしたソフトウエアをめぐって

であろう。 日立製作所では早くも80年代の工場立

地の青写真 として 「ハー ドウエア,ソ フトウエア

マイコンの」三つの専用工場群から構 成 される

こ電子工場
.を 描き,一 部では実行に移し始めて

いる。ただしソフトウエア専門工場に関 していえ

ば,通 信回線 と端末機が発達すれば必ず しも大企

業の周辺に立地する必要はないわけで,そ の意味

でかつてのような ご企業城下町.が 復活するとは

限 らない。

工場の情報化,製 品のIC化,商 品のマイコン

化は企業間競争の形態もガラッと変える。企業間

競争が従来の こ業種.,こ 業界.と い うワクを越

え,業 種,業 界の垣根が一切,取 り払われたすさ

まじい企業間競争が展開される。なぜならICや

LSIさ え買ってきてみずからソフトウエアをつ

けてマイコンにして売 り出せば,十 分,マ イコン

やコンピュータ,ソ フ トウエア会社などと競争で

きるからだ。 しかも特定の商品やサービス分野に

ついては,そ の業界に属する企業の方がノウハウ

の蓄積も商権もあり,有 利。それらをプログラム

の形にさえ加工できれば,コ ンピュータや ソフ ト

ウエア会社の及びもつかない優秀な商品,サ ービ

スをユーザーに提供できるわけだ。

すでに省エネ用のマイコンシステムで繊維大手

の鐘紡が並いる電機メーカーをなぎ倒して受注に

成功する,と いった象徴的なできごともおきてい

る。

このようにことしの 「情報化週間」ではあまり

とりあげ られなかったが,工 場の情報化や製品の

マィコソ化は企業経営に大きな影響を与えている

だけでなく産業構造をも徐々に,し か し大きく転

換させつつある。55年版中小企業白書に挿入され

ていた次の一文(一 部略)は,中 小企業経営から

みた産業構造の変貌ぶ りを予見 していたかのよう

だ。

「1970年の技術革新はエレクFPニ クス分野を

中心に急速な進展をみせた。部品点数が大幅に減

少 し,単 純な部品挿入作業が不要になるなど下請

け発注量の減少をもたらした。下請け中小企業が

技術革新に対応 してどのようにその生産体制を適

応 させてい くかは,1980年 代においてきわめて重

要な課題になる」……。

「技術革新」を工場,オ フィス,製 品,サ ービ

スの こ情報化ミに置きかえれば,そ のインパク ト

がひとり中小企業のみならず,あ らゆる企業に及

ぶことが推察できる。

福祉と雇用の増進にも

東京で催 された 「医療情報科学国際会議」 とも

関連するが,社 会の情報化がもたらす明るい面を

もう一つ紹介しよう。それは特に コンピュータの

小型化,低 価格化 と爆発するソフ トウエア需要の

おかげで,こ れまで職業人として社 会 参 加 への

道を狭ばめ られてきた身体障害者など,い わゆる

ミ社会的弱者ミに雇用機会を増やしつ つ あ る こ

と,さ らに特にマイ コン技術の発達でこれ まで 目

が見えなかった り,耳 が聞こえなかった人々に,

ミ電子の目や耳
.をプレゼン トすることだって不可

能ではなくなってきたこと,な どがそれである。

まず身体障害者の社会復帰についていえば,す

でに日本でも実験的に各地で こ身障者プログラマ

ーこを育成しようとい う計画が始 まっている。た

とえば三菱商事,三 菱財団,三 菱事務機械など三

菱 グループが中心になって進めている大分県別府

市の社会福祉法人 「太陽の家」での実験。 これは

東洋一の授産(職 業を与える,の 意味)施 設 とい

われる太陽の家で働 く一部の身障者に,オ フィス

コンピュータを使ってプログロマー教育を施し,

将来は三菱グループの下請け,あ るいは別府市医

師会のコンピュータ ・ソフトウエア作 りの一端を

担 うソフトウエア ・グループとして育てあげよう

とい う計画である。すでに第一期生が卒業 し,そ

のうちの何人かが大分銀行 「太陽の家」支店に就



職が決まっている。

コンピュータの ミニチュア化
,低 価格化がもっ

ともっと進展して,安 い値段でプログラムが組め

るパーソナル型の端末機が登場すれば,こ んどは

「太陽の家」に来ないでも自分の家で仕事ができ

る。特に足の不 自由な人にはこのうえない恩恵を

もた らす ことになるだろ う。もちろんそのために

は端末機の価格や性能が改善されるだけでは不十

分で,通 信回線の料金がせめて電話代あるいはそ

れは以下にまで下がることが前提にな るだ ろ う

が。
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▲土地 柄か外 人も……。(生 活 と情報化展 ・神戸会場)

身障者プログラマーを育てようという運動は,

「太陽の家」を皮切 りに,全 国的に広がろ うとし

ている。東京の身障者団体が早ければ年末か らで

も同様な実験に入ろ うとしているほか,大 沢商会

など一部の企業が意識的にプログラマー要員とし

て身障者を採用 し始めている。米国でも大手コン

ピュータ会社のCDC(コ ンbロ ール ・データ)
,

タイムシェアなどが身障者プログラマーの育成を

始めたし,米 国の労働省も政府ベースでこれを推

進する方法を検討中といわれる。1981年 のt国 際

身障者年.に 向けて,日 本で もこうした動きは一

段 と活発化することだろ う。

ソフ トウエア需要の爆発で女性の社会参加への

道も大きく開かれた。 コンピュータ関係者の間で

は女性 プログラマー,女 性技術者に対するニーズ

は 日増 しに高まっている。すでに一部の大企業で
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100人 単位で大量の女性大卒者を採用する企業が

出てきたが,中 堅,中 小のソフ トウエア会社では

一定比率で女性を定期採用するのが常態化し
てい

る。

女性のソフトウエア技術者としての社会参加に

は,こ れ と似た点がある。それは将来,プ ログラ

ム作成,修 正(デ バ ッグ)用 のコンピュータが小

型化,低 価格化すれば,子 供を育てながら自宅で

仕事を続けることができるようになることだ。女

性の社会参加を推進 しようという人々の間で,い

つもネックとして意識されてきたのが結婚
,出産,

子育てのカベ。しか し自宅勤務が技術的,経 済的

に可能になればこれ らのカベも取 り払われ,働 く

意思を強く持った女性には限 りない恩恵を与える

ことになる。

身障者の問題に話を戻すと,今,医 学界で最も

ホ ・トな話題の一つが,電 子蓑毛 義足 義眼な

どマイコン技術を応用 したさまざまな身障者向け

機器の開発,改 良である。まだセンサーその他の

マイコン周辺機器が心臓部分のマイコンほど革新

されていないため実用化されるには至っていない

が,コ ンピュータ業界を中心にセンサーなどの技

術開発が急ピッチで進められてお り,い ずれ近い

将来,身 障者が失った手や足,視 覚,聴 覚などを

とり戻す日がくる。

すでにアメ リカではそ うした時のために,経 済

面の整備を急げ,と する声が高まっている。つま

り身障者向けマイコン応用機器を多 く,安 く身障 .

者に供給するため,連 邦政府が資金面で開発,改

良を援助する一方,医 療保険の対象に組み込み,

とりあえず高価な機器の個人負担を軽減 しよう,

とい う動きがそれである。このようにLSI革 命

を基礎にしたマイコンの登場,コ ンピュータの小

型化,低 価格化は,一 方で女子配線工や男性熟練

工を不要に しながら,も う一方では女性や身障者

に雇用の機会を増やしつつある。
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マイコン世代の登場

さ て こ と しの 「情 報 化 週 間 」 で 注 目を浴 びた の

が 中学 生,高 校 生 の 活 躍,進 出 ぶ り,全 国各 地 で

開 かれ た 中 ・高 校 生 向け こマ イ コ ン入 門 講 座 こ に

は 中 ・高校 生 だ けで な く小 学 生 もつ め か け,い わ

ゆ る こマ イ コ ン世 代.の 登場 を改 め て認 識 させ て

い た 。

こ こで い うマイ コンは 先 に 定 義 した よ うに パ ー

ソナ ル コ ン ピ ュー タ の意 味 。 しば ら くの 間 ペマ イ

コ ン世 代 こ の 活躍 ぶ りに耳 を傾 け てい た だ き た

いo

マ イ コ ン世 代 の 母 国 は や は り米 国。 米 国 に は民

間 企業 が ス ポ ンサ ーに な った こサ イ エ ンス ・フ ェ

ア ミ が各 地 で 開 かれ,た く さん の高 校 生 が 手 作 り

の作 品 を 持 ち 寄 って 覇 を競 い合 う。 そ の作 品 に 最

近,コ ン ピ ュー タ,そ れ もパ ー ナ ル コ ン ピュ ー タ

用 の プ ログ ラ ムが 目立 つ よ うに な っ た。

た とえ ば昨 年,厳 密 に い えば 一 昨 年 暮 れ か ら コ

ン テス トの 予選 が 始 ま った 某 大 手 電 機 メ ー カ ー主

催 のサ イ エ ンス ・フ ェア に は全 米 か ら1万 人 の高

校 生 が 参 加,ベ ス ト40(大 学 の 奨学 金 が も ら え

る)に 残 った うち の 一 人 の 高 校 生 が 作 った パ ー ソ

ナ ル コ ン ピ ュー タを 使 った 教 育 シス テ ムに は,ソ

フ トウエ ア 会社 が殺 倒 し,み ご と この 高 校 生 を 射

止 めた 会 社 に よ って 「REGENT(学 校 の理 事

とい う意味)」 の名 前 を冠 せ られ て さ っそ く一 般

に 販 売 され た ほ どだ。

こ の シス テ ムの標 準 価 格 は お よそ1万 ドル。 作

っ た高 校 生 は電 機 技 術者 を 父親 に 持 つ 中 国 系 ア メ

リカ 人 だ った。 彼 の話 に よる と,コ ン ピュ ー タに

出 会 った き っか け は,15歳 の時,父 親 が 自宅 に 持

って 帰 っ て きた1台 の プ ロ グラ ム の組 め る高級 電

卓 。 子 供 の時 か ら 「動 くもの をみ る とす ぐに興 味

を 持 つ 」 性 分 が幸 い してか,彼 は た ち まち コン ビ

⇒一 タ の と り こに な り,高 校 に 入 っ てか らは学 校

に置 い て あ っ た情 報 サ ー ビス用 の端 末 機 を 使 って

せ っせ と プ ログ ラ ム作 りに 熱 中 す る よ うに な っ た

とい う。

ベ ス ト40に 入賞 した賞 金 で 彼 は こ の9月 か らス

タ ン フ ォー ド大学 物 理 学 科 に 入学,将 来 は コン ピ

ュ ー タサ イ エ ンス の 大学 院 に進 ん で,コ ン ピュ ー

タ の道 を 進 む,と い う。 彼 の 話 に よれ ば,自 分 は

決 して こ変 わ り者.で も何 で もな く,ま わ りに そ

うい っ た友 達 が た く さんい る,と い う。 げ ん に コ

ン ピ ュ ー タ産 業 の世 界的 中心 地 で あ る カ リフ ォル

ニ ア州 サ ン フ ラ ン シス コ市南 部 の いわ ゆ る シ リ コ

ンバ レー(別 名 サ ン タ ク ラ ラバ レー)に は カナ ダ

や メ キ シ コな どの隣 国か ら も有 能 な 高 校 生 が 出 か

せ ぎ に や て て くる。 夏休 み や ク リス マ ス 休 暇 を 利

用 して サ ンタ ク ラ ラ,サ ンノ ゼ,ク パ ーチ ノ,サ

ニ ーベ ール,マ ウ ンテ ン ビ ュー な どの各 市 に散 ら

ば る企 業,大 学,研 究 所 を 訪 れ,刺 激 を与 え合 い

な が ら独 創 的 な プ ログ ラ ム の開 発 や ハ ー ドウエ ア

の試 作 を め ざす。

彼 らを そ れ ほ ど まで に ひ きつ け る も のは,も ち

ろ ん コ ン ピュ ー タそ の もの の魅 力 もあ るが,シ リ

コ ンバ レーに 絶 え る こ とな く 生 ま れ る ミ成 功物

語.の 存 在 を無 視 す る こ とは で きな い 。 た とえば

今 を 時 め くア ップ ル,ザ イ ログ,イ ン テル な ど名

だ た るマ イ コ ン企 業 は,い ず れ も10年 足 らず の う

ち に ア ッとい う間 に 世 界的 企 業 に成 長 した 成 功 者

た ち 。 ア ップル を 例 に と る と,4年 前,フ ォル ク

ス ワー ゲ ンを 売 り飛 ば した カネ と空 い た ガ レー ジ

で2人 の青 年 が パ ー ソナ ル コン ピュ 戸口タの試 作 に

成 功 した の が 始 ま りだ し,イ ンテル,ザ ィ ロ グに

して も親 会 社 を 飛 び 出 し,特 異 な才 能 と猛 烈 な ハ

ー ドワー ク,そ れ に 恵 まれ た 市 場環 境 とい う ミ時

の利 ミ を ふ ん だ んに 生 か した 数 人 の 技 術者 集 団 が

作 りあ げ た 会社 で あ る。 こ う した 数 々 の ミガ レ ー

ジ産 業 ミ,ミ コ テ ー ジ(掘 立 小 屋)産 業 ミ の 成 功

物 語 が マ イ コン世 代 を 増 や して い る とい えな くも

な い 。

半 導 体,集 積 回路 産業 が もは や ベ ンチ ャ ー ビジ

ネ ス の手 に 負 え な い ミ金 食 い 虫 ミ 産業 化 した 今,
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▲ 「マイコン世代」 の登場 を象徴 する 「全国高校生プ

ログラ ミング ・コンテス ト」の入選者たち(右 は田

中通産大臣,情 報化週間記念式典で)

会 社 へ持 っ て くる マ イ コ ン族 もあ らわ れ てい る
。

「マ イ コ ンと四 六 時 中 向 き合 う 泊 閉 症
.,ミ 内

向性 人 間.」 一 とす る大 人 や 一 部 の識 者 の批 判

も もの か わ,パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ の魅 力に と

りつ かれ た子 供 た ち,若 者 は 減 る ど ころ か ます ま

す増 え る一 方 。 学 校,企 業,社 会 は そ ろ そ ろ こ う

した マ イ コン世 代 の 活 力 を 有益 な 方 向 に 引 き 出す

努 力 を 始 め た 方 が よ さそ うだ。

そ の 意 味 で,こ と しか ら始 ま った 「全 国 高 校 生

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・コン テス ト」 は タイ リ_ヒ 。 ト

と評 して も よい だ ろ う。

マイ コン世 代 の 目は パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ とそ

の ソ フ トウエ ア に 注 が れ て い る。 パ ー ソナル コン

ピ ュ ータ用 の基 本 ソ フ トで 世 界 企 業 に の しあ が
っ

た マ イ ク ロ ソ フ ト社 の 社 長 は,4年 前 ,ハ ー バ ー

ド大 数 学 科 に 入 学 した ば か りの 青 年 だ った し,デ

ィジ タル ・リサ ーチ社 の社 長 も数 年 前 まで カ リフ

ォル ニア 州 モ ン トレーに あ る海 軍 大 学 コ ン ピ ュ ー

タ サ イ エ ンス科 の教 授 だ った 。 こ う した ソ フ トウ

エ ア分 野 で の成 功 物 語 は
,今 後 もあ とを絶 た な い

だ ろ う。

日本 に も こ うした マ イ コ ン世 代 が 登 場 しつ つ あ

る こ とを如 実 に 示 してい た の が,ほ か な らぬ 「情

報 化 週 間 」 に お け る プ ロ グ ラ ミン グ ・コ ンテス ト

や 中 ・高校 生 向 け マ イ コ ン教 室 だ った 。 ほ とん ど

の 高校 にパ ー ソナル コ ン ピュ ー タ また は 端 末機 が

普 及 してい る米 国 と違 っ て,日 本 は まだ大 学 で し

か 本 格 的 な 設 備 は そ ろ っ て い な い が,そ れ で もパ

ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ が普 及す る のに つ れ て 高校

生 ・中学 生 へ と マイ コシ世 代 の 根 は 急速 に広 が り

つ つ あ る。 ゲ ー ム用 の ソ フ ト作 りで数 百 万 円 の ア

ル バ イ ト料 を 得 て 話題 を さ らっ て い る東 大 生
,パ

ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ専 門 雑 誌 を 発 刊 してす で に

数 万 部 の発 行 部 数 を モ ノ した 青 年社 長 な ど も コ ン

ピュ ー タ との つ き合 い は 高校 時 代 に さか のぼ る と

い う。 大 企業 の若 手 社 員 の 中に 初 め ての ボ ー ナス

を そ っ く リパ ー ソナル コン ピュ ー タに つ ぎ込 み ,

欠かせぬアセスメン ト

コンピュータの小型化,低 価格化,高 機能化が

可能にするコンピェ一夕の大衆化,い いかえれば
マイコン社会,情 報化社会は光の部分ばか りでは

ない。自動車にたとえれば,車 が増えたばかりに

交通事故も増えたように,コ ンピュータが増え
,

大衆に行き渡れば,当 然,そ れに伴 う社 会 的 な

問題 も増える。その中で最も懸念され て い る の

が,個 人の情報を他人に知られたくないという権

利,逆 にいえばプライバシーの侵害とい う問題で

ある。

ことしの 「情報化週間」でも 「行政 と情報シス

テム」シンポジウムでこの問題でとりあ げ られ

た。行政事務のコンピュータ化事務の機械化
,効

率化を通 じて行政サービスのスピードや質を改善

するのに役立つ。しかし現在,全 国各地の地方自

治体およそ50で 制定 されている 「電子計算機の管

理 ・運営に関する条例」では,個 人の生活保護,

病歴,犯 罪に関するデータの入力が禁止されてい

るケースが多い。つまり生活保護や対 身 体 障 害

者,あ るいは選挙人 ・被選挙人登録事務のコンピ

ュータ化が意識的に取 り残 されているのである。

それは一体なぜか。

人々は行政サービスの向上より,人 に知られた

くない権利(=プ ライバシー)の 保護がより図ら
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れ や す い 方 法 を 選 択 して い る,と しか考 え よ うが

な い。 行 政 事 務 の総 コ ン ピ ュ ー タ化 は 今 の 技 術 を

もっ てす れ ば 少 しも困 難 で は な い 。 む しろ コ ン ピ

ュ ー タ技 術者 に言 わ せ れ ば,あ え て コン ピ ュ ー タ

処 理 に 例 外 を も うけ る のは 宝 の持 ち 腐 れ だ,と い

うふ うに も映 るの だ。 しか し こ うした態 度 を 人 々

は た技 術 者 の 独 善.と して 受 け とめ,コ ン ピュ ー

タ技 術 の独 走 を コン ト ロール して い る。

そ う した コ ン トロール が 今 後 と も有 効 に働 き続

け るか ど うか,と い う問 題 に な る と予 測 は きわ め

て難 しい とい わ ざ るを え な い。 なぜ な ら コン ピュ

ー タ技 術 の 革 新 で コ ン ピ ュー タ が急 ピ ッチで 大 衆

化 し,誰 で もた や す く情 報 に接 近 で きる時 代 に な

れ ば な る ほ ど,コ ン ピュ ー タか ら個 人 の プ ライ バ

シ_を 保 護 す る こ とが ます ます 困難 に な る か ら

だ 。 情 報 に接 近 しやす くなれ ば な るほ ど,そ れ を

悪 用 した 犯 罪 が 起 き る危険 性 も高 ま る。

識 者 の 中 に は 「二重,三 重 に ソフ トウエ アで 保

護 しろ」 とか 「犯 罪 対 策 法 の整 備 を 急げ 」 とす る

意 見 が 強 ま っ てい る。 中 に は 「自動 車 が大 衆 化 し

た ク ル マ社 会 に 運 転 免 許 制 度 が 必 要 に な った よ う

に,マ イ コン社 会 に 向け て コン ピ ュ ー タ所 有 者 を

免 許 制 に して は」 との意 見 まで あ るが,い まだ に

コ ンセ ンサ ス は で きて い な い し,し た が っ て具 体

的 な 行 動 もな い 。

'
コ ン ピ ュ ー タの 大 衆 化 が時 代 を 目前 に控 え て我

々に 求 め られ てい る こ とは,ま ず コ ン ピ ュー タ が

「で き る こ と」 と 「しては い け な い こ と」 を は っ

き り区 別 す る こ と,そ の うえで 「で き る こ と」 に

つ い て も可能 な 限 り既 存 の方 法 との摩 擦 を 少 な く

して進 め る こ とで は な い だ ろ うか。 特 に マ ィ コ

ソ,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タは19世 紀 の 産業 革 命

以来 の革 命 的 な イ ンパ ク トを社 会 に 及 ぼ す といわ

れ て い る だけ に,い わ ゆ る テ ク ノ ロ ジ ー ・ア セ ス

メ ン ト(技 術 の事 前 評 価)を 加 えな が ら急 が ず,

焦 らず,慎 重 に社 会 に取 り込 んで い くこ とが 望 ま

れ る。

(おお た に き よ し 日本経 済 新 聞)

◇ ◇ ◇ ◇

昭 和54年 度 事 業 報 告 書

頒 布

分 類 番号 題 名(一 般)

54-ROO2欧 州 主要 国 におけるネットワー ク ・ユー テ ィリテ ィの現 状 と動 向2.500

54-ROO3オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョ ン実 現 へ の 道1,800

54-ROO4わ が国情 報処 理 の将 来 動 向(H)1.900

54-ROO9マ イ ク ロ コ ンビs-一 夕応 用 上 の 課題 と展 望2,500

分 散 型 リソー ス処 理 技 術 の研 究 開 発(分 散型 デ 一 夕ベ ー54-SOO1セ ッ ト10・300

:1=:::1}・分冊;;謬 。処理技術の禰 発㈱_理 、::1:1
54-SOO3マ イクロコンビa－ タ応用 に関 する委託開発報 告書900

COMPUTERWHiTEPAPER,793.500

●申込み ・問合せ先(財)日*情 報処理開発協会!普 及課e(偲4)821t内 線535

価 格

(賛 助 会 員)

2,000

1,500

1,500

2,000

8,200

6,400

2,400

700

2.800
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暢 ㌔の壼

85年 まで300億 ドル の規 模 へ

米国の コン ピュータ ・サー ビス産 業

ADAPSO(米 国 デ ー タ処 理 サ ー ビス協 会)

恒 例 の コン ピュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 調 査 に よる

と,1979年 の 同産 業規 模 は95億 ドル に達 し,10年

前 に 比 べ9.5倍 に成 長 した 。 前 年 に 比 べ る と22%

の成 長 率 であ る。 この ま ま この 傾 向 が 続 け ば
,

1985年 まで に 同産 業 規 模 は300億 ドルに 達 す る も

の と予 測 され て い る。

これ ま で常 に コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 の 存

続 を危 む 声 が ささや か れ て い た 。 特 に,1950年

代,60年 代 はIBMの 暗 い 影 が サ ー ビス産 業 全 体

を 覆 って い た 。 しか し この影 も1969年 の ソフ トウ

エ ア とハ ー ドウエ ア価 格 を分 離 した ア ンバ ン ドリ

ン グ策 と,そ の5年 後 にIBM子 会 社Service

BureauCorporatationがControlDataに 売 却

され た こ とに よ りほ とん ど消 え 去 った と言 って よ

い だ ろ う。(IBMの サ ー ビス産 業 へ の再 参 入 の 可

能 性 は依 然 と して残 っ ては い るが,コ ン ピ ュー タ

・サ ー ビス 産 業 に と って も う一・つ の 脅威 は
,ハ ー

ドウェ アの 大 幅 な コス トダ ウ ンで あ っ た。 値 下 り

した コ ン ピ ュー タ ・リソー スへ の ア ク セス に ユ ー

ザ ーが 高 い料 金 を払 っ て くれ るか ど うか 疑 問 視 す

る者 も少 な くなか った 。 しか しこの10年 間 の 同産

業 の成 長 ぶ りを 見 る と,こ う した心 配 も杷 憂 に す

ぎな か った よ うだ。

調 査 概 要

ADAPSOか らこ の調 査 を 委 託 され たInput

社 は コン ピュ ー タ ・サ ー ビス 会社 を 次 の3つ の タ

イ プに 類 別 して い る 。

・処 理 サ ー ビス

タ イ ム シ ェ ア リン グ ・バ ッチ ・サ ー ビス,給 与

計 算 お よび コン ピュー タ時 間 の販 売 を含 む そ の

他 の 専用 サ ー ビス

・ソ フ トウェ ア製 品

パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラ ム,テ ー プ または デ ィス

ク単 位 で 販 売 され る プ ロ グ ラム

・専 門 サ ー ビス

コ ンサ ル テ ィ ン グ,プ ログ ラ ミン グ,シ ス テ ム

・ア ナ リシス 等'

1979年 の 同 産 業 実績,成 長 予 測,会 社 お よび従

業 員 数 は 表一1の 通 りで あ る。

表一1実 績,成 長予測,会 社および従業員数
.一}

会 社 数 1972年 売上げ 1978-9年

成 長 率
1979年 利益 率 1985年

売 上げ予 測
}「

、
}

従業 員数

処 理 サ ー ビ ス

ソフ トウ エ ア 製 品

専 用 サ ー ビ ス

2,140

1,095

820

67億 ドル

13

15

20%

29

26

一一

10%170億 ドノレ

7{80
}7
}50

i165
,200

22,400

43,100

一 一－r_二

}　 ・

全 体

一

4,055

一 一 －r-一 一

95

一 … 一 ・

22 9.1

一 一 一

300 230,700

一
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業 界 最 大 手 はControlData社 で 年 間 売 上 げ 高

は約5億 ドル,そ の後 にComputerScience社 の

4億1,600万 ドル とAutomaticDataProcessing

の4億1,100万 ドル が続 い て い る。1,000万 ドル

以 上 の 売 上 げ を 記 録 して い る会 社 は現 在100社 を

数 え る。

同 産 業 全 体 の利 益 率 は10%,生 産性 は 従 業 員 一

人 当 りの 売 上 げ が41,000ド ル とな って お り,昨 年

に 比 べ 多 少 下 って い る。 この こ とは 同産 業 が 資本

集 約 的 で は な く,労 働 集 約 的 な 傾 向 に あ る こ とを

示 す もの であ る。

表一2売 上げ規模ごとのタイプ別サービス会社分布状況

売上げ規⇒ 1979年 年 間 売 上 げ 規 模

タ イ プ 200万 ドル以下

処 理 サ ー ビ ス

ソ フ ト ウ エ ア 製 品

専 門 サ ー ビ ス

平 均

9%

8

10

　

200万 一1,000万 ドル1 1,000万 ドル 以 上

平 均

7%

不 明

8

12%1
0

5

1

10%

11

7

8 9 10 10

表一3会 社規模およびタイプ別の実績

会 社 規 模

(100万 ドル)
会

,
社 数i

売 上 げ 高(100万 ドル)
1978-79成 長 率

1978年1 1979年

処 理 サ ー ビス

・<2

・2-10

・10-25

・>25

小 計

1,800

275

30

35

2,140 }
ト

1,400

1,100

380

2,700

5,580

1,650

1,300

460

3,290

6,700

18%

18

21

22

20

ソフ トウエ ア 製 品

・<2

・2-10

・>10

小 計

980

100

15

1,095

410

330

200

940

i

540

420

250

1,210

32%

27

25

29

専 門 サ ー ビス

・<2

・2-10

・>10

小 計

700

100

20

820

230

330

670

1,230

300

420

830

1,550

30%

27

24

26

総 計 4,055 l
l

7,750 9,460 20%
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表 一4コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 産 業 へ の影 響 要 因

影 響 要 因 主 な 評 価 主 な 評 価
1980年 1979年

ワー クス テ ー シ ョ ン と して の端 末 の増 加
3.1 2.4

分 散 処 理
2.8 2.2

新通信サ ービス
2.5 2.0

大 型 コ ン ピ ュー タの 値 下 り
2.4 2.2

コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス会 社 の新 製 品 発表
2.0 1.9

ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トウ エア の 質
1.9 1.6

従業員当りの生産性向上
1.8 1.5

コ ン ピ ュ ータ ・ア シス テ ッ ド ・イ ンス トラ ク シ
ョン の質 1.5 1.2

IBM以 外の新 製品の発表
1.0 0.8

小 型 コ ン ピュ ー タ の値 下 り
0.9 0.7

タ ー ン キ ー ・シ ス テ ム
0.9 0.7

IBM製 品の発 表
0.3 0.0

IBMの 処理サ ー ビスへの再参 入
(0.3) (0.2)

景 気 後 退
(0.5) (0.4)

優秀な人材の不足
(2.0) (1.8)

イ ン フ レ
(2.7) (2.1)

(評価の数字は0か ら5で,最 も大 きな影響は5で 評価 され てい る
。)

年間売上げ1,000万 ドル以上の会社を対象に行

なったビジネスに与えた影響要因(表 一4)の う

ち,肯 定的要因としてとらえられた主なものは,

装置の性能の向上,ハ ー ドウエアの値下 り,新 し

い通信サービスの提供などであった。否定的要因

としては,イ ンフレと専門知識のある優秀な人材

不足が挙げられている。産業全体では景気後退は

ほとんど影響を及ぼしていないと思われるが,調

査の結果,半 分 より少し多い会社がこれを否定的

要因としており,35%が 肯定的要因としているこ

とがわかった。IBMの 処理サービスへの再参入

が何の影響も与えないとするものが全体の%で,

あとの殆はきわめて悪い影響を予想 し,約23%は

良い影響を予想 している。ターンキー ・システム

の成長率は1978年 から81年 までに年間32%以 上に

なるものと予想されているが,そ の影響に対する

評価は二分されている。新通信サービスについて

は昨年以上に良い影響が80年 に期待されている。

出 典:ADAPSOReport

VideoPrintJune23,1980、

EDPWeeklyJune9,1980

海 外 情 報 イ ン デ ッ ク スNo.76
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'80国 際 障害 者 年 に よせて

「完全参加 と平等」に向 って

ノ

繁 社会福祉法人 東京コロ二一

トーコロ 情報処理事業部

宮 沢 嘉 夫

当法人は,設 立以来今 日まで20

余年にわた り,身 体障害者授産施

設,身 体障害者福祉工場の運営を

通じて身体障害者の就労と雇用の

問題に取り組んでまい りました。

現在,わ が国に18歳 以上の身障

者は197万7,000人 と推計され10年
'前に比べ50%増 とな

っています。

現在,身 障授産施設は約520あ り,

この施設に働 く障害従業員は2万

2,000人 です。この内当法人関係

は,北 海道 コロニーから沖縄 コロ

ニーまで,13の 授産施設,福祉工場

(印刷製本,プ ラスチック成形,

西陣織 り,陶 芸等)が あり,こ こ

で働く身障者は2,200人 です。

当法人の始まりは,結 核回復者

を中心とした,生 活の自立更生の

ための職場作 り運動から出発 しま

した。この20余年の間にその対象

者は内部障害者,肢 体不自由者,

心身障害者,視 覚 ・聴覚障害者等

に拡大,そ の障害の状態 と度合い

も多岐にわたってきております。

このような状態から,一 般企業及

び我々の授産施設への多方面での

ニーズが高まって くるものと思わ

れます。施設運営の方向,内 容,

環境 と大きく変化 しつつあるこの

現状から,多 様化への対応も安易

な体制では済まされない状態にあ

ります。そ うした申で,身 体障害

者に対する保護法 「身体障害者雇

用促進法」の大幅改正がなされ,

次のように雇用義務が法制化され

ました。

〔国,地 方公共団体〕

非現業的機関一1,9%以 上

現 業 的 機 関1.8%以 上

〔民 間 企 業 〕

一 般 企 業1 .5%以 上

特 殊 法 人1.8%以 上

また,身 障者福祉工場の設立,

養護学校の設置義務化など授産施

設をとりまく状況は,大 きく変っ

てきています。

国連総会でも,1981年 を 「国際

障害者年」と決め,テ ーマは 「完

全参加と平等」とし,次 の5大 目

的を掲げました。

①障害者の社会への身体的,精 神

的適合を援助する②障害者に対 し

適切な援護,訓 練,治 療,指 導を

行い,適 当な雇用の機会を創出し

社会における十分な統合を確保す

るための国内,国 際的努力を促進

する③障害者が日常生活において

実際に参加すること④障害者が経

済,社 会,政 治活動の多方面に参

加,貢 献する権利を有するよう,

一般の人々を教育 し,周 知させる

⑥障害の発生予防,リ ハ ビリテー

シ ョンのための効果的施設を推進

する一 などです。(一 部略)

政府でも 「国際障害者年推進本

部」(本部長=鈴 木善幸首相)を設

置,雇 用促進,生 活安定,道 路,

建物等について自治体,民 間団体

と連携を図 りながら,国 民的意識

◎◎⇔◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
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を盛 り上げるための推進事業を決

定 しました。

障害者の基本問題は,障 害の軽

重を問わず最大限に自立 した社会

生活が行える条件を整備 し,通 常

の国民と同様,社 会に参加できる

ことが最大の課題であり,望 まれ

るものでありましょう。

身障者の職業能力面でも,こ の

厳 しい商業ベースの下で,企 業の

一員として十分にその力を発揮し

てお ります。それは,モ ダブッ法

により選ばれた人達ではなく,業

務,作 業内容の人的要求から現在

の職業に就いているのです。各車

業体が求める仕事は多種多様です

が,適 合 した有能な障害者は大勢

います。

この身近な例が当法人です。そ

の中で情報処理事業(漢 字情報処

理システムを主とする)の 今日ま

での経過概要をご紹介しましょう

昭和49年,石 油ショックの最中

に法人立の東村山印刷工場が東部

中野工場より分離拡張 され ま し

た。この数年前に職域開拓の目標

を掲げ,ど んな職業が身障者の潜

在的職業能力を発揮 させ,生 活安

定 と向上が図れるか,ま た,将 来

は どの程度本来の印刷事業との結

合をはか り得るか,と い うことを

重点に模索 した結果,日 本語の電

算処理に着眼いた しました。当時

は電算機と日本語のシステム化が

台頭 してきた頃でした。今後も日

本語は大切であろうし,益 々,日

本語の機械処理化が進むことを察

知 し,初 期段階として早速漢字入

力機を10台 導入 し,合 せ てSE

(健常者)を加え,実 験的に開始。

その習熟の経過が良好だったた

め50年1月 に正式発足 し,本 格的

に営業活動を開始 しました。シス

テムの作成から漢字 コー ドの対応

作成を進め,完 備に延べ1年 を要

しました。

新規事業開始後の53年 に,過 去

3年 間を顧み ますと赤字決算の連

続でした。その原因を各作業分野

に細分化 し分析 した結果,作 業者

の障害度(殆 ど車イス使用)は,

上肢機能が充分に働 くため,作 業

能力上問題はな く,む しろ,受 注

量が処理能力に見合わなかった,

との結論に至 りました。 このため

54年度は全員一丸となった営業活

動,市 場開拓の結果,僅 かながら

黒字計上の状態にすることができ

ま した。この結果の示す通 り,処

理能力,精 度の高さでユーザーに

高く評価され,身障者の能力は,身

体的ハンデを乗 り越える耐久力と

実務適合能力があることを具現化

してくれました。当事業部には企

業3原 則の人 ・物 ・金の うち,金

は今後も(たぶん)あ りませんが,

作業(頭脳)集 団となる人はいます

し,物 であるコンピュータ,漢 字

プリンタが今年2月 から相次いて

導入 され,漢 字端末も20台に増設

されました。これら機械の増設を

テコに受注業務の拡大,処 理効率

を高める一方向として,現 在,身

障者頭脳集団によるプログラマー

を養成していくことを検討 してい

ます。すでに欧米では相当数の障

害者がプログラマー,SEと して

活躍 している事が知 られてお り,

日本でも一部企業で活躍 している

人達もいます。

ハー ドウエアの発達に比 しユー

ザーの業務量増加,人 手不足から

くるソフトウエアサービスの遅れ

など,益 々,我 々身障者のソフ ト

ウエア集団が,そ れに応える様に

体制を確立 していく事によって需

用を拡げられ るのではないかと思

います。

我々の働 く施設では,一 般の人

と伍 して生きてい くために五つの

誓いをしています。①開拓者の道

②働 く歓び③無限の可能性④連帯

と協力⑤人間らしい社会の実現一

一です。

今後も自立のための努力を続け

ますので,皆 様の御鞭燵,御 支援

をお願い致 します。

(参考資料)保 護雇用研究資料

(〃)モ ダプツ法(MOD

APTS):身 障者の作業動作の

状態をその作業予定標準時間と比

較する潜在作業能力の 評 価 方 法

で,豪 州予定標準時間研究会が開

発 した評価方法。

◎◎◎⇔◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 韻サ・ン
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籔'徽1

■ 『行政情報管理者研修』開催

側)地方自治情報センターでは,

行政における情報管理システムの

あ り方及びコンピュータ利用にお

ける管理者の役割などについての

研修会を下記のとお り実施 した。

●期 日55年10刀29日(水)～31日

(金)

●会場 東京都千代田区一番町25

全国町村議員会館6階 会議室

■ 『地域計画策定支援システムに

関する特別研修』開催

側)地方自治情報センターでは,

地方公共団体の地域計画策定を支

援する分野でのコンピェータ利用

についての検討が高まっているこ

とを背景に 「地域計画を支援する

情報システムの考え方及び手法」

をチームとした研修会を下記のと

お り実施 した。

○期日55年11月6日(木)～7日

(金)

●会場 東京都千代田区一番町25

全国町村議員会館6階 会議室

■自営施設の円滑な導入に関する

審査申請書類の整備方法

側)日本データ通信協会では,自

営設備の円滑な導入に関する審査

申請書類の整備方法(回 線交換,

パケット交換を含む)を テーマ と

して,セ ミナ ーを下 記 の とお り実

施 した 。 今 回 の セ ミナ ーは電 電 公

社 へ の 申 請 手 続 を担 当 され て い る

ユ ーザ ー及 び メ ー カ ーの 実 務 担 当

者 並 び に そ の 指 導 的 な 立 場 の 方 々

を対 象に,申 請 書 類 整 備 上 の キ ー

ポ イ ン トとな る事 項 に つ い て,電

電 公 社 施 設局 審 査 課 の専 門 家 が 直

接 解 説 した もの 。

●期 日(東 京)55年11月4日(火)

～5日(水)・(大 阪)55年11月11

日(火)～12日(水)

●会 場(東 京)機 械 振興 会 館

東 京 都 港 区 芝 公 園3-5-8

(大阪)日 本 生 命 中之 島 研 修 所

大阪 市 北 区中 之 島4-3-43

■通信回線利用上の技術基準の解

説

㊥ 日本データ通信協会では,回

線交換及びパケット交換サービス

を含む通信回線利用上の技術基準

の解説をテーマとして,セ ミナー

を開く。通信のためのシステム設

計や端末設計担当の技術者が理解

し,把 握しておかなければならな

い技術i基準について,電 電公社の

専門家が直接解説するもの。

●期 日(東 京)55年12月2日(火)

～3日(水)・(大 阪)55年12月17

日(水)～18日(木)

●会場(東 京)機 械振興会館

東京都港区芝公園3--5-8

(大阪)日 本生命中之島研修所

大阪市北区中之島4--3-43

●定 員(東 京)80名 ・(大阪)50名

●参 加 料 一 般28,000円

賛 助 会 員23,000円

(テ キ ス ト,食 事 代 をふ くむ)

●申込 先 〒106東 京 都 港 区 麻 布

台1-6-19(郵 政 省 飯 倉 分 館)

麻 布 郵 便 局私 書 箱 第87号

㈱ 日本 デ ータ 通 信協 会 技 術部

電 話(03)586-1621㈹

■第9回 「建設業情報処理研究会」

を開催

側)日本生産性本部では,建 設業

界の経営と技術のあらゆる側面に

最新の情報処理を導入し活用する

ことが重要な課題となっている今

日,恒 例の建設業情報処理研究会

を開催する。本研究会は建設業界

のニーズに即 した内外の関連情報

を業界 として協同収集するととも

に,各 方面で蓄積された技術と情

報を全国的な規模で交流し,同 時

に本業界における情報処理の健全

な発展を図ろ うとする もの で あ

る。

今回のテーマは,設 計技術のシ

ステム化,事 務計算におけるコン

ピュータ利用の効率化,情 報処理

技術の発展 と建設業などである。

●期 日55年12月9日(火)～11目

(木)の3日 間

●会場 働 日本生産性本部

東京都渋谷区渋谷3-1-1

TEL(03)409-1111

●参加対象 情報処理関連部門の
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管理者ならびに関係者

●定員100名

問合せは ㈱ 日本生産性本部経

営教育部TEL(03)409-1111へ

癒
■JICST情 報管理講座

シリーズ1『企業と情報』を発行

日本科学技術情報センター(J

ICST)で は,わ が国の科学技

術情報に関する中枢的機関として

内外の最新情報を総合的かつ網羅

的に提供する一方,そ の利用面を

中心 とした科学技術情報活動の普

及 と啓発を目的 として「情報管理」

誌を発行 してきた。このたび発行

する情報管理講座シリーズ1『 企

業 と情報』(B5判114頁,定 価

1000円)は 「情報管理」誌上に54

年4月 号から12回にわた り連載さ

れたもの。組織の中での情報問題

を新 しい観点か ら考察 したユニー

クな内容で,日 常業務に役立つよ

う身近かなテーマをとりあげてい

る。情報管理業務の担当者や教育

・訓練等の指導的立場にある人
,

情報管理の実際を知ろ う とす る

人,ま た情報管理の分野をめざす

学生など広範囲の方々に役立つ。

このシリーズの第2回 目以降の

発行予定は次のとお り。

シリーズ皿 『情報活動実施例ほ}』

昭和56年1月 下旬 発行予定

シリーズ皿 『情報活動実施例②』

昭 和56年4月 発 行 予 定

シ リー ズIV『 デ ー タ ベ ー ス』

昭 和56年7月 発 行 予 定

シ リーズV『 情 報 活 動 実 施 例(3U

昭 和56年10月 発 行予 定

申 し込 み,問 い合 せ ば 同 セ ンタ

ー の各 支所 ・支 部 窓 口へ

筑 波 支 部TEL(0298)51-4671

東 京 支 所TEL(03)230-1341

名 古 屋 支所TEL(052)221-8951

大 阪 支所TEL(06)445-6001

中 国支 所TEL(0822)28-5991

九 州支 所TEL(092)473-8521

■「公共試験研究機関案内」他新刊

日本科学技術情報セ ン タ ー で

は,わ が国の最新の研究活動,計

画状況を把握するための資料集と

して『公共試験研究機関案内』1980

年版(A4判1,060頁,定 価15,000

円)『国の試験研究業務計画』(科

学技術庁編集)55年 度版(B5判

892頁 定価18,000円)を 発行した。

申込み,問 合せは前記参照

■ 科 学 技 術 文 献 速報11編 の マ イ ク

ロ版 を提 供

日本 科学 技 術 情 報 セ ン タ ーで は

昭 和50年 度 版 か ら53年 度 版 まで の

科 学 技 術 文 献 速 報16fizvzロール フ ィ

ル ムに よ るマ イ ク ロ版 を提 供 して

きた が,新 た に,54年 度 版 お よび

エ ネ ル ギ ー編 を 加 え,科 学 技 術 文

献 速 報11編 のマ イ ク ロ版 を 提 供 。

申込 み,問 合 せ は 前 記 参照

■ 新 デ ー タ網 サ ー ビス 関 係 図 書 の

発 行

勧 日本 デ ー タ通 信協 会 で は,次

の 図 書 を 発 行 した 。 同協 会 直販 だ

け で 一般 の書 店 で は 扱 っ てい な い

の で 希望 者は,現 金 書 留 また は 郵

便振 替(口 座 番 号 ・東 京4-51034)

で 申 し込 む こ と。 問 合 せ は,同 協

会TEL(03)586-1621へ

『回線 交 換 サ ー ビス の イ ン タ フ ェ

ー ス』(日 本 電 信 電 話 公 社 編)

A4判282頁,定 価1,500円(送

料200円)

『パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の イ ンタ

フ ェ ース』(日 本 電 信 電 話 公社 編)

A4判454頁,定 価2,800円(送

料240円)

r新 デ ー タ網 端 末機 器 ガ イ ドブ ッ

ク』(㈲ 日本 デ ータ通 信 協 会 編)

A5判240頁 定 価1,800円(送

料160円)

『新 デ ータ 網 サ ー ビス関 係諸 規 程 』

(働 日本 デ ータ 通信 協 会 編)

A5判114頁 。 定 価500円(送

料120円 。

◇投稿歓迎◇
「会 員 サ ロン」,「コ ー ヒー ブ

レー ク」 へ の 寄 稿,投 稿 を 歓

迎 し ます 。 テ ーマ は ご 自由 で

す。 原 稿 は,400字 詰 用 紙 で,

それ ぞれ6枚(会 員 サ ロ ン)

と2枚(コ ー ヒー ブ レー ク)

です 。 掲 載 の分 に は お 礼 を差

上 げ ます 。

宛 先 は 本 誌 編 集 部 で す。
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■ シ ステ ム監 査 シ ンポ ジ ウム 開 催

当 協会 で:ま賛 助 会 員 と一 般 の 方

々 を 対 象 と して毎 年 「情 報 処 理 に

関 す る シ ンポ ジ ウム」 を 開 催 して

い るが,本 年 度 第2回 と して き た

る12月22,23の 両 日 「シス テ ム 監

査 シ ンポ ジ ウ ム」 を 開 催 す る。

シ ス テ ム監 査 は 今 後,情 報 化社

会 の基 本 的 な ル ール と して,い よ

い よ実 践 の段 階 を 迎 え る。 この よ

うな時 期 に 当 って 当協 会 が 昭 和49

年 以 来5年 間 にわ た っ て実 施 した

調 査 研 究 の 成 果 と内 外 の動 向 を踏

ま え,シ ス テ ム監 査 の 具 体 的 な 手

順,対 応 策 な どに つ い て各 界 の 代

表 者 の講 演 とパ ネ ル デ ィス カ ッシ

ョンが行 われ る。

期 日,会 場,申 込 先 な どは 次 の

とお り。

●期 日12月22目(月),23日(火)

●会 場 機 械 振 興 会 館6階66号 室

●参 加 料 賛 助 会 員20,000円

一 般25 ,000円(テ キ ス ト代 含 む)

○申込 み,問 合 せ 先 当 協 会 普 及

課 電 話(03)434-8211内

線449・535

'80年 版 コ ン ピ ュー タ 白書 発 行

当協 会 で は,わ が 国の 情 報 処理

の 実情 と将 来 の動 向 につ い て 紹 介

す る「コ ン ピ ュー タ 白書 」を昭 和41

年 度 の第1巻 以 来,毎 年 発行 して

い るが,こ のほ ど第15誉 め の 「コ

ン ピュ ー タ 白 書1980」 を 発 行 し

た。80年 版 では70年 代 を 回顧 して

内 外 の 情 報 処理 及 び 通信 関 係 の政

策,主 要 メ ーカ ーの 動 き,コ ン ピ

ュ ー タ利 用 状 況 調 査 の結 果 な どを

掲 載 した ほ か,特 集 と して1980年

代 の「情 報 技 術 と社 会発 展 の課 題 」

につ い て,社 会 環 境,キ ャ ッシ ュ

レス ・ソサ エ テ ィ,ネ ッ トワー ク

・ユ ー テ ィリテ ィ,日 本 語 情 報 処

理,分 散 処理,デ ー タベ ー ス,情

報 公 開 な どの 問 題 に つ い て 展 望 を

試 み て い る。

なお 発 売 は12月8日 か ら一 般 書

店 及び コ ン ピュ ー タ ・エ ー ジ社(電

話(03)581-5201)で 取 扱 う。

定価4,800円,送 料350円(B

5判448ペ ー ジ)

海外産業情報調査チーム派遣

当協会では産業別情報拠点の育

成に関す る調査事業の一環 として

米国における産業団体の情報化及

び産業情報の提供について調査す

るため11月15日 より2週 間にわた

って調査チームを派遣 した。

・調査先

国連本部,米 国経営協会,米 国

環境情報センター,連 邦政府エネ

ルギー庁,米 国化学工業協会等14

機関

INFO'80参 加と

米国情報処理実態視察団帰国

当協会が10月4日 から2週 間1こ

わたり米国に派遣 したINFO'80

参加と米国情報処理実 態 視 察 団

は,10月18日 帰 国 した 。

一 行 は 当協 会 の 山村 賛 平 常 務 理

事 を 団長 に メ ー カ ー,ユ ーザ ー な

どか ら25名 の方 々 が参 加 し10月6

日か ら9日 まで ニ コ.一ヨー ク ・コ

ロ シ ア ムで 開 催 され たINFO'80

(国際 情 報 管 理 展 示 会/会 議)に

参 加 した あ と アイ ・ピー ・エ ム,カ

ンタ ム ・サ イ エ ンス,FCC(連

邦 通 信 委 員会),テ レネ ッ ト,デ

ル ・モ ンテ,ス タ ンダ ー ド石 油 な

どを訪 問,視 察 した。

◇第12回 情報処理に関する研究会

開催

第二次情報化時代の担い手とし

て,各 方面か らその実施が待望さ

れていたDDXパ ケット交換サー

ビス及びICAS(国 際 コンピュ

ータ ・サービス)の 認可申請が認

可 されたのを機に,今 後のオンラ

イン・システムにおける基本ファ

シリティとして,こ れらサービス

の利用方法を中心に次の通 り研究

会を開催した。

日 時

会 場

テ ー マ

参加者

7月18日(金)

機 械振 興会 館

B2ホ ール

新 しい 局面 を迎 え た

デ ー タ通 信 サ ー ビス

182名

◇第13回 情報処理に関する研究会

開催

当協会が昨年度より調査研究を

翻圏圏圏圏圃園圃礪 騒國醐翼薩薩
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腰 盤 團 懸盤 麗 腰 騨 睡 腰 睡翼腰 購c曹
進 め て い る第5世 代 コ ン ビ=・一ータ

は,1990年 代 を 実用 化 目標 とす る

新 しい理 論,技 術 に も とつ く革 新

的 な もの で あ る。

第13回 研 究 会 で は,こ れ まで 第

5世 代 コ ンピ ェ 一一タ調 査 研 究 委 員

会 を 中 心 に 行 って きた 活 動 の 結果

を 中 間 報 告 と して広 く周 知 す る も

の で あ り,一 般 コ ン ピ ュー タ ・ユ

ー ザ研 究 者 等 の参 加 を得 て次 の通

り開催 した 。

日時:昭 和55年11月28日(金)

9:30～18:30

場 所:機 械振 興会 館

6F-66,67号 室

テ ー マ:第5世 代 コ ン ビ=一 夕

そ の ニ ー ズ と開 発 課 題

第1セ ッシ ョン 第5世 代

コン ピュ ー タへ の要 求 仕 様

第2セ ッシ ョン 知識 情 報 処

理 シ ス テ ム

第3セ ッシ ョ ン 第5世 代 コ

ン ピュ ー タ ・テ ー キ テ ク チ

や一

策4セ ッシ ョン 全 体 討議

参 加 者:176名

第1セ ッシ ョ ン

現 在 の コ ン ピュ ー タの 問 題 点 を

探 る とと もに,ユ ーザ ・ニ ーズ を

満 た した か つ,社 会 的 ボ トル ネ ッ

クを 解 消 す る代表 的 シ ズ テ ム と し

て,①CAE/CADシ ス テ ム②

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン ・シ

ス テ ム③ デ シ ジ ョン ・サ ポ ー トシ

ス テ ム④ 知 能 ロボ ッ ト ・シス テ ム

⑤ 分 散 型 デ ー タベ ース ・シス テ ム

を 取 上 げ,各 分野 か らの 要 求 仕 様

を 解 説 した。

第2セ ッシ ョ ン

第5世 代 コ ン ピュ ー タ の特 徴 の

一 つ は
,「 知 識 」 に も とつ い て「考

え る」 とい う 「推 論」 能 力 が あ げ

られ る。

この知 識 情 報 処 理 シ ス テ ム(K

ZDS)に は,パ タ ー ン情 報 処 理

は無 論 の こ と,学 習 す るた め の 知

識 ベ ース 管 理 シス テ ム等 の 高度 な

機 能 が 要 求 され る。 この セ ッシ ョ

ンで は,こ れ ら技 術 課 題 の検 討 結

果,シ ス テ ム 及び 使 わ れ 方 等 の イ

メー ジ,開 発 体 制 のあ り方 等 を 解

説 した 。

第3セ ッシ ョン

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タが 具 備 す

べ き機 能 を 計 算機 ア ー キ テ クチ ャ

の 観 点 か ら と りま とめ た もの で,

第5世 代 コ ン ピュ ー タ の ア ー キ テ

クチ ャを応 用 か らの 要 求 と して 新

ア ー キ テ クチ ャ,ア ーキ テ ク トか

らの要 求 と して機 能 分散 ア ー キ テ

ク チ ャ,ハ ー ドウ ェアか らの要 求

をVLSIア ー キ テ クチ ャと して

と らえ,ア プ ローチ した 内 容 を解

説 した 。

4テ ーマ の 開発 委 託 先 決 ま る

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ振 興 セ ン

タ ー(略 称MCC)に お け る本 年

度 の事 業 の一 つ で あ る委 託 開 発4

騒騒騒騒圏薩薩圏圏

テ ーマ の 公 募 は,さ きに 「プ ロ ジ

ェ ク ト委 員 会 」 で 審 議 の結 果,下

記 の 通 り開発 委 託 先 等が 決 定 し,

現 在 開発 が進 め られ てい る。

1パ フ ォーマ ンス 測 定 器 の 開 発

委 託 先:日 本 シス テ ム技 術㈱

目的:マ イ ク ロ プ ロセ ッサ の

応 用 装 置 を 開発 す る際,ハ ー ド

ウ ェアお よび ソ フ トウェ ア の各

部 分 にお い て,マ イ ク ロ プ ロセ

ッサ の利 用 度,各 部 プ ロ グ ラ ム

の 実 行 時 間 の 割 合,利 用 回 数等

を 測 定 し,シ ス テ ムの パ フ ォー

マ ンス を 評価 す る
。

装 置 の概 要:パ フ ォーマ ンス

測 定 器 本 体(解 析 用 マ イ ク ロ プ

ロ セ ッサ,目 的 シス テ ムの状 態

記録 メモ リ,時 刻 記 録 用 メ モ

リ,タ イ マお よび カ ウ ンタ,サ

ンプ ラ)キ ーボ ー ド ・デ ィス

プ レイ(表 示 文 字 数,英 数 カ ナ

文 字 表示 可 能)ア ダ プタ モ ジ

ュー ル(Z-80用 ア ダ プ タ)等 よ

り構 成 され,次 の機 能 を持 つ 。

① 測 定

② 解 析 表示

③ デ ー タ記 録

④ 装 置 診 断

24ピ ッ トマ イ コ ン用 開発 サ ポ

ー トシ ス テ ムの 開発

委 託 先:コ ア デ ジ タル ㈱

目的:4ビ ッ トマ イ コ ン応 用

製 品 の開 発 業 務 に お け る各 工 程

JIPDECだ よ り
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で の 作業 の効 率 化,迅 速 化 を 図

る。

装 置 の概 要:本 体(FDDを

含 む),CRTデ ィス プ レイ,プ

リンタ,プ ロ ッタPTP/PT

R,プ ロ ッタ,音 声 発 生 機 に よ

り構 成 され,次 の機 能 を 持 つ 。

① ク ロス ア セ ンブ ル

②逆 ア セ ンブ ル

③ ト レー ス

④ フ ローチ ャ ー ト

⑤ 音 声発 生

⑥ 自己 診 断

38080-6800双 方 向 ソ ース プ ロ

グラ ム コ ンバ ー タの 開発

委 託 先:東 海 ソフ ト㈱

目的:マ イ コンの プ ロ グ ラム

開発 と して,一 般 的 に 用 い られ

てい る ミCP/M搭 載 の マ イ コ

ン開 発 シ ス テ ムこ を 使 用 し,代

表 的 な ア セ ンブ ラ言 語 プ ロ グ ラ

ム を ソー ス プ ログ ラ ム レベ ル に

て 双方 向 に変 換 す る。

装 置 の概 要:ソ ース プ ロ グ ラ

ム コ ンバ ー タ は入 出力 媒 体 と し

て,紙 テ ー プを扱 うため に 紙 テ

ー プ リー ダ,紙 テ ー プ パ ン チ

ャ,プ リンタ,処 理 装 置 と64K

騒 騒 騒 臨c響
Bメ モ リ,フ レキ シ ブル デ ィス

ク,キ ャ ラ ク タ ーデ ィス プ レイ

に よ り構 成 され,次 の機 能 を持

つo

③8080← →6800ソ ース プ ロ グ ラ

ム相 互 変 換

② マ ク ロ命 令 展 開

4マ イ クPコ ンビ=・一 夕に お け

るPASCALコ ンパ イ ラの 開

発

委託 先:日 本 シス テ ム開 発 ㈱

目的:高 位 言 語 に よ るマ イ コ

ン シス テ ム の ソフ トウ ェ ア開 発

を 推 進 し,マ イ コ ン ソフ トウェ

ア生 産 性 向 上 を 図 る こ とを 目的

と してPASCALコ ンパ イ ラ

の 開 発 を 行 う。

シス テ ムの 概要:CP/Mに

準 じたOSの 下 でPASCAL

ソース プ ロ グ ラム か らP－ コー

ドを 生 成 す るPASCAL-P

コー ドコ ンパ イ ラ,P－ コー ド

か ら8080ネ イ テ ィブ コ ー ドを 生

成 す る トラ ンス レー タ,P－ コ

ー ドを8080上 で 実 行 させ るイ ン

タ プ リタお よびP－ コー ドロ ー

デ ィン グモ ニ タ の各 ソフ トウア

お よび これ らが 稼 動 可 能 な 標 準

ハ ー ドウ ェア シ ス テ ム で構 成 。

編集後記

◇ 「マ イ コ ン革 命」 が表 面 で は静

か に,し か し底 流 で は 急速 に進 ん

で い ます 。 そ の もた らす 明暗 にっ

い て,ジ ャ ーナ リス トの 目か らみ

た リポ ー トを 大 谷 記 者 か らい た だ

き ま した 。 情 報 処 理 に 携 わ る方 々

に も,い ろい ろな 意 味 で 示 唆 に 富

む 一 文 と思 わ れ ます 。

◇ デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス が 国 民

の共 通 財 産 と して,わ が 国に 定 着

す る に は,さ ま ざ ま な問 題 が あ る

よ うで す。 と くにサ ー ビス分 野 の

調 整 に ぱ,将 来 に禍 根 を残 さ ない

よ うに 慎重 な配 慮が 望 まれ ます 。

◇ 今 年 の情 報 化週 間行 事 の なか で

「情 報 公 開 」 と 「プ ライ バ シ ー あ

るい は デ ー タの機 密 保護 」 とい う

立 場 の 異 な る二 つ の テ ー マ が と り

あ げ られ た の が 目を ひ き ま した。

一 見 矛 盾 して い る よ うな ,こ の 二

つ の立 場 は 情 報 化 の 進 展 が,い わ

ば 「双 刃 の剣 」 の一 面 を 持 って い

る こ とを 象徴 してい るか の よ うで

す 。 地 方 自 治体 の条 例 制 定 の動 き

に続 い て政 府 レベ ル で も立 法 化 の

方 向 が打 出 され た こ とが 注 目され

ます 。 この 問題 は 国 民 の すべ てが

当 事 者 で す 。 情 報 化 週 間 も来 年 は

10年 目,一 つ の節 目を 迎 え ます 。

昭和55年11月30日 発 行

」IPDECジ ャー ナ ルNe.43
◎1980

財団法人 日本情報処理開発協会
東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線535

※本誌送付宛先の変更等については当協会普及課(434-8211内 線535)ま でご連絡下さい。
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カリキュラム委員会主査 古屋 茂 青山学院大学教授

・乱 数 モ ン テ カ ル ロ 法

講 師 津 田 孝夫

■研修期 間55.12、3(水)

■研修時間9:30～16:30

■研 修 料/E2干 円(含 む:教 材費)

■研修内容

計算機による擬似乱数の発生について概説する。ます,

乱数発生法の歴 史について述べ,い わゆる合同法によ

る乱数の詳 しい性質を論ずる。次 に,合 同法に代る新

しい乱数の発生法 についてふれ,こ の分野の現状につ

いて総括する。一方,一 様乱数をもとにして発生でき

る各種分布の乱数発生について論ずる。

京都大 学 教授

■研修期間55.12.4(木),5(金)

■研修時間9:30～16:30

■研 修 料2万4干 円(含 む:教 材費)

■研修内容

電子計算機で乱数技術を駆使 して行われるモンテカル

ロ法 について詳 しく解 説する。応用と して重要なモン

テカルロ ・シミュレーションの使われ方を,各 分野で

の典型的な例 について吟味 し,そ の効用と限界を論ず

る。また,多 変数の場合の数値 計算への応用や,最 近

のアルゴリズム論とモンテカルロ法との関連 について

も解説する。

マ イ ク ロ ・コ ン ビyタ(B)コ 一頃ス

臼6ピットフ[〕セッサ中心)

近年のマイクロ ・コンピュータの高性能化 と産業界への浸透の速さには目をみはらせるものがあります。最近,注

目されているオフィス ・オー トメーシ∋ン,パ ーソナル ・コンピュータ,メ カトロニクス等,い すれもマイクロ ・コ

ンピュータの発達なくしては考えられ ません。

こう した状況の中で,マ イク〔コ・コンピュークの機能 を理解 するとともに,コ ンピュータ ・システム としてマイク

ロ ・コンピュータを見直すことは,今 後,業 務や研究 を進めていくうえで欠かせない要件 にな ります。

本コースでは,16ピ ット型やビットスライス型のマイクロ ・コンピュータのアーキテクチ ャを〔‡〕心 に平易に解説 し

あわせて,高 性能マイクロ ・コンピュータ ・システムの今後の動向,ミ ニコンや大型機のアーキテクチャとの関連等

についても詳 しく論ずる予定です。同時に,16ピ ット型マイクロ ・コンピュータの機能が理解できるよう,充 分に時

間をかけてプログラミング演習を行います。

■参加対象

●マイクロ ・コンピュータ(8ビ ット)に ついて多少

知識があり,16ビ ット型やビッ トスライス型につい

て勉強 したい方

●ミニコンや大型コンピュータの知識はあるが,初 め

てマイクロ ・コンピュータを勉強する方

●今後のマイクロ ・コンピュータのアーキテクチャや

複合システム等について関心のある方

■研修期間56.1.19～1.30(計10日 間)

■研修時間9:30～16:30

■研 修 料10E円(含 む:教 材費,実 習費)

■研修内容

1.マ イクロ ・コンピュータ概観

2.マ イクロ ・コンピュークのアーキテクチャ

(1)概 論(最 近のアーキテクチャを中心として)

(2)各 論 一8080,8085,8C86(16ビ ッ ト型),2900

(ビ ッ トス ラ イス 型)一

(3)Z8001,Z8002の アー キ テ ク チャ

3.マ イ ク ロ ・コ ン ビュ ーク ・イ ンタ フ ェ ー ス

(1)CPUと メモリのインタフェース

(2)[/0イ ンタフェースとバス方式

(3)各 種/q装 置とのインタフェース

(4)マ ルチ ・マイクロ ・コンピュータ ・システム

4.プ ログ ラミング(Z800/,Z8002)

(1)ア ーキテクチャとソフ トウェアの関連

(2)ソ フトウェアの構成

(3)ア センブラ解 説

(4)ア センブラ演習 ・実習

(5)モ ニタプログラムの解説

5.マ イクロ ・コンピュークの基本ソフトウェア

(1)コ ンピューク ・システム のソフトウェア

(2)マ イクロ ・コンピュータ ・システムの基本ソフ

トウェア

6.マ イク ロ ・コンピュータの今後の動向

■講 師

宇都宮公訓 筑波大学

朴 春霞 漢陽文学

廣松 恒彦 情報処理研修センクー

醗 情報処理研修センター
(財)日 本情 報処 理開 発協 会

■講座案 内 ご請求,お 問 い合 わせば上 記S係 へ

〒105

東 京 都 港 区 浜 松 町2-4-1

世 界 貿 易 セ ン タ ー ビル7F

電 言舌03(435)6506～7.6509--10



・80コ ン ピ ュ ー タ 白 書 ぽ 鵠
頁送料350円

80年 代情報技術 と社会発展
iJIEDEC(財)日 本情報処理開発協会編

本 書 の 特 色

1.わ が国情 報産業界の」II高権威で あるコンピュー タ白井委員会が監修 し・た唯.・の コ ンピュー タ総 合[享門、{㌔

2.コ ンピュー タ産業の動向 および政策 を網羅 し、政 府の政策か ら、企業側 のEDP対 策 と機種 開発現況 を解説

3.コ ンピュー タの最適 アプリケー ションの具 体例 を各業種 ご とに図解 を含 めてわか りやす く解説。

4.内 外の コンピュー タ関係の政府 資料及び関連 機関か らの設置利用状況調査 ・統 計資料等を完 全収録 。

主な内容

第1部 総 論
情報産業 の動向第2部

●わが国の コ ンピュー タ産業 ・情報処理産業/諸 外国 の

動 向

第3部 情報産 業政 策
●わが国 の コンピュー タ産 業 ・情報処理 産業政策/行 政

におけ るコンピュー タ利用と政策/諸 外国の動向

第4部 デー タ通信の現況 と情 報通信政 策
●わが国の情報通信事 業 ・政策/諸 外国の動向

第5部 コンピュータ利用 の現況

●わ が国の コンピュータ実動状況 ・利用状況/オ ンライ

ン化調査/諸 外国 のコ ンピュー タ設置状況

第6部 コンピュー タ適用 業務の具体例 く17社紹 介〉

第7部1980年 代 の展望 一情 報技術 と社会 発展の課題 一
●座談 会/ハ ー ド・ソフ トの課題/ネ ッ トワー ク化の動

向/デ ー タベー スの重要性/情 報の公開 につ いて

第8部 資料DBサ ー ビス業振興/第5世 代機 中間報告/
EDP関 係投資現況/ほ か

第9部 コ ンピュー タ利用状況 およびオ ンライ ン化調査集計
コンピュー タ関係 団体 名簿

お申込みは全国書店 またはコン ピュータ ・エージ社出版部 まで。

発 売 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社

〒100東 京都 千代 川 区 霞 が関3-2-5]i`1が 関 ピ ル30階
TELO3(581)5201(代}郵 便振 替 り(京4-67808

COMPUTERYEARBOOK198e

'80世 界 コンピュー タ年 鑑

80年 代 情 報 化 の展望 と課 題

UIP旺 £(財)日本情報処理開発協会編

コンピュー タ関連技術 は■速な発展 を続 けてお り,と くに3.5世

代機 と呼 ばれ るコンピュー タが発表 され た70年 か らここ10年 間の展

開には目をみ はる ものがあ ります。今で はコンピュー タは社会の隅

々に まで影響 を及ぼ してお り,そ の技術動向、 利用動向は コン ピュ

ー タ関連業界のみな らず,他 産業にお いて も,重 要 な意義 をもつ よ

うになってい ます。この飛躍的 な技術進 歩はLSI,VL・SI等 の

マ イクロ ・エ レク トロニ クス技術が,大 きな ささえ とな ってお り,

既 存の電気 ・機械製品への応用や新 製品の開 発 といった新た な市場

を創 り出 しています。

今後 日本 では半導体先進 国 として,海 外に及ぼす影響 はます ます

増大 し,加 えて,コ ン ピュー タ本体の本格的 な輸 出態勢 に入 るな ど

で、 海外,tsttsの動 向や 各国政府 ・民間企業の政策 を無視 出来な くな

ってい ます。

本Nで は、80年 代の幕開け として,70年 代の総括 と,80年 代の展

望 をテーマに,世 界の動 向 とH本 の位 置付けを充 実 した資料 ・統計

を駆使 して,分 析 し,わ か りやす く解説 してい ます。

お 申込 み は全 国 書店 または コンピュー タ・エージ社 出版 部 まで 。

レ定価6,500円 送 料240円 発売 コンピュータ・エrジ 社

レB5粋42頒 箱入 識 語 綴{!{驚 躍☆荒 荒'蹴

〈主 な 内 容 〉

第1部 総 論

●70年 代の総括 と80年 代へ の展望 ●1979年 の足跡

第2部80年 代情報 化社会へ の課題

●新 しい コンピュー タ像 ● ミニ/マ イ クロの展開

●新 しい オフィス像● デー タベ ース社会t、N●新 し

い通信技術●.一 ザー の対応 と期待●情報化社 会

の光 と影

第3部 世 界の情報化 と情報産業

●ア メ リカの現 状 と将来● イギリスの現.と 将 来

● フランスの現状 と将来● ヨー ロッパの その他の

諸 国●アジア/オ セアニア諸国● カナ ダ/中 南米

/ア フ リカ諸国● ソ連/東 欧 圏諸国

第4部 資料 編

世 界の コンピュー タ設置状況/世 界の コン ピュー

タ生産 ・輸出入/汎 用 コンピュー ター 覧/ア メ リ

カの主な ソフ ト・パ ッケージ/メ ーカー ・サー ビ

ス企業一覧/コ ンピュー タ産業総 合年表/他
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JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会に貢献しま尤
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国 産電子 計算 機 をレン タル す る

日本電子計算機株式会社
東 京都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-1新 国 際 ビル5F

⑰IOOTEL.03(216)3681(代 表)



財団法人 会

東京都港 区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線535

UIPOE£

日本情報処理開発協

本誌 は 日本 自転 車振興会か ら競 輪収益 の一部 である機 械工業振興

資金の補助 を受 け昭和55年 度情報処理 に関 する普及促進 補助事業

の一環 と して発行 す るものです。 ・


